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か
く
，の
ご
と
き
狀
勢
に
お
，い
て
、，
た
^
原
料
問
題
1

玄
挪
手
段
の
問
賴
に
轉
化
し
1
て
ゐ
る
の
は
：
，
.
甚
だ
し.
い
誤
謬
と
'い
は
れ
ば
な
ら 

.

な
い
。
ま
た
聯
盟
規
約
站
十
六
條
の
侵
略
行
爲
に
對
す
る
制
裁
規
約
の
で
と
き
も
の
は
、
資
1
分
配
れ.
不
八
ム
-J

H
な
現
狀
：に
お.
い
て
は.
、

1

 

い
は
ゆ
る
持
て
る
國
の
，防
衛
並
に
攻
搫
の
•用
具
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
蚤
の
m

背
は
、
資
源
の
貧
弱
な
國
家
に
»;
し
て
，.
'

:

極
め
て
有
力
な 

武
器
と
な
る
經
濟
對
鎖
：
.
で
あ
る.
0__
'か

く
の
^
と.
き
經
濟
封
鎖
ほ
、
殆
ど
自
'給
自
足
狀
態
に
あ
'る
國
に_
_
し.
て
は
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し.
て
も
‘
遍

等
0
襲

.を
感

じ

；
な.f

と
：W
-S
で
：あ
：̂

:
へ
て
：ぃ^ ;
れ

岜

體

攻

鸛
_

な
^

の
繁
あ
务
ぼ
：：い

袷

 

..か
く

：の

ご^ :
き
原
則
を
持
ち
な
が」

b
、r

面
に
お
い
て
、 

■世
界
に
^
け
^
公

！

^

通

商-̂
5_

ふ
.が
ご
と
き
主
張
を
游
ク
^
ゐ
.̂
0.
か.
か
.る
僞
瞞
的
手
段
を
も
つ
て
、'.
.目
際
經
濟
問_

が
解
決
に
^
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.
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ら
な
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こ
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聯
盟
に._

翻
人
：し..

て
_

ゐ
.

食
い
ァ
メ4

ヵ
合
衆.

房

：態
度
は
、

毫
^

$

れ
と
異
ら.

な
い
：。
：
そp

a

■

と
は
、
大
東
版
戰
帘
勃
發
以
前
..の

 

一r

年 

間
の
白
本
.に
對^-
る
ァ
メ
リ.

i

の
經
濟
_
爭

を

みる
,
の

の#

A
も

-、
■
.

理

解

ず

.：

る

と
こ
^:
.で
.あ

ら

ぅ

。

日
本

.

の
情
理
；を
盡
し

た
猝
明
が 

.

滿
洲
巢«

以
來
ク.

ア
>

リ
：

%

に
.

ょ
つ
て_

解
さ
れ.

だ
こ

>

が
多
る
ゼ.

あ

ち
.5
:

加
0<
>

殊
に
昭
抓
十
四
年
七

^

9̂

棄
通.
世
以
來
の
經
濟
最
争
的
措
置
に
づ.
い
て
は
，
と
V
に
詳
說
本
る
必
W :
が.
&:
w
o
そ
れ
は
、
聯
盟
的.
立
#

が
何
等
問
題
の
解
決
に
寄

- 

. 

-\ 

.圓

.
' 
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J

_
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^

與
す
る
こ
■と
の
な
v>
と' 
と
を
示
す
に
止
ま
つ.
て
ゐ
る
o 

■

.
わ
れ
わ.
れ
は
、
.

:

か
か
る
特
殊
國
の..，現
狀
維
持
政
策
と.
し
セ.
の
聯
盟
的
思
想.
に
ょ
つ
て
‘、
原
料
資
源
斷
題
が
碎
決
せ
.か
る
ベ
き
で
は
な
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.'そ
れ
を
越
，へ.
て
進
む
こ
>

こ」

そ
V.
親
在.
の
必
要
'で
ぁ
る.
と
と
を
認
識
す
れ
ば
ょ
ぃ
。:

そ
れ
は.
‘
.廣
域
經
濟
の
確
立
，. 

の
問
0
ゼ.
，ぁ

名

。

ゎ

机

れ

れ

は

、
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規
在
(0.
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問
題
め
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決
を
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办
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け

れ
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雄

组
i t
經
濟
に
於
い
て
造
出
せ
ら
れ
る
，凡
ゆ
る
財
は
經
營
組
織
を
構
成
す
る
人
，々
の
協
同.
的
活
動
の
\
結
艰
あ
蒸
明
しp

ゐ
各
こ
と
は
明
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ら

か

，
な

と

JU.

ろ

，
で•

る
o
.而

し

てi

的
：活

動

は
.、
，
何

等

か

，
の
，，

*

味
_

於
_
5そ

分
_

胸
_

活

敝
$

^
 

,統

；

1
.

せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
^
 

を
眾
し
て
办
る
の
で
あ
各
。
分
業
，の
1

比
、
.其
.の
勞
働
對
象
の
性
質
を
異
.に
す
る
.か
V

或
は
仕
事
.の
技
術
的
方
法
を
異
に
す
る
か
：、

. 

更
に
又
勞
働
對
象
ネ
技
術
的
方
法
を
等
し
く
し
て
も
量
と
か
時
間
に
於
^

て
異
づ
た
‘仕
方
を
と
る
か
卜
從
つ
そ
萁
の
內
容
は
多
岐
多
端
ぐ 

で
.あ
る
。
.然
し
、
か
様
^

個
々
：忆
分
極
化
し
ズ
ゐ
る
洛
個
人
■の
活
動
は
綜
合
を
’前
提
‘と
し
、
，其
の
'活
爾
の
.結
，艰
ゆ
叉
纏
てl

定
か
財
i
 

し
て
綜
合
的
に
表
辙
せ
b

れ
る
‘
の
で
あ
る
か
ら
U

て
分
極
の
形
態
は
寧
''
^

協
同
，の
形
態
と
し
て
'表
現
す
る
0

が
妥
當
で
あ
、，ダ
と
#
へ 

る
。
協
同
形
態
^

分
化
し
て
' 
ゐ

る

人

間

の

體
^

を
綜
合
し
て
ゐ
る
形
態
で
あ
る
い
自
つ
.て
®

㈣

形
態
の
.研
究
は
分
化
現
象
'の
.

^̂ ; 

な
く
し
て
‘は
行
は
な
い
の
で
あ

K
o
l 

,、 

' 

' 

'

さ
て
生
產
經
濟
は
人
の
行
動
體
系
と
し
て
見
る
と
こ
れ
^
; :
火
領
域
に
分
つ
と
と
が
川
來
る
。
竹
现
と
作
業
が
こ
れ
で
あ
る
。
訃
迸
、 

作
‘滎
努
煳
に
於
け
る
胳
R
形
態
に
つ
い
，々 
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九
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六
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作
藥
穷
财.
に'
於
け
女
胳
向
形
態
に
っ
い
：で
.：

「

,
 

五
〇

、

c

ノ
七
o)

，

妞
識
、
統
制
は
管
理
•の
領
域
り
具
髖
的
に
生
齑
目
的
を
遂
行
す
^/
は
作
業
の
領
域
で
あ
る
0

こ
の
領
域
の
分
化
は
一
人
經
營
以
外 

兄
ゆ
る
經
營
に
適
合
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
っ
唯
だ
經
營
規
模
の
擴
大
と
\.
も
に
各
々
の
領
垅
拟
更
贮
分
化
也
る
領
域
を
發
展
也
七
め
、
.
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こ
れ
を
綜
合
し
て
ゐ
る
に
外
な
ら
ぬ
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，
作

業

は̂

本
的
經
猶
計
畫
W
對
象
と.
な
る
技
術
‘的
過
程
'に
直
，接

に

關

聯

す

る

：。

從

：つ
，て

經

營

.
の
社
會
的
職
能
^
實
擺
に
具
體
化
し
て 

ゐ
る
局
面
也
も
あ
る
0
然
し
1
が
ら
作
氣
の
あ
ら
ゆ
^.
局
，河
は
計
，畫
と
組
緻
と
統
制
を
靡
れ
で
は
運
營
せ
ら
ル
な
い
0
さ
.れ
ば
管
理
と
作 

業

は

有

機

的

，
に

給

合

し

•
-

密
接
不
離
，の
關
係
に
'立
つ
Q

一
 

定
め
作
業
上
の
仕
事
を
指
定
す
る一

枚
の
i

票
の
作
成
は
管
理
者
の
；行
ふ 

と
こ
ろ-
で
'あ
り
、
こ
れ
に
從.
つ
て
一
定
の
仕
* '
を
遂
行
す
る」

こ
と
は
作
業
者
の
任
務
で
あ
？る
。
か
く
各
人
を
職
能
的
に
分
離
す
る
'こ
，と
. 

d.
容
易
で
あ
る
パ
然
し
な
が
ら
こ
の
、仕
事
票
は
管
理
苕
の
、恣
意
に
よ
つ
て
書
か
れ
る
も
の
で
ル
な$

。
作
業
に
於
け
る
利
用
可
能
の
餘 

力
調
蜜
、.
過
去
に
於
t
け
る
作
業
能
力
を.
基
礎
^
す
へ
る.一 :

定.
の-
時
間
的
量
的
見
續
と
社
會
的
要
求
を
前
提
と.
せ
る
一
層
枳
本
的
な
評
戴
に. 

政
礎
付
け
ら
作V

.

の'み
作

成

せ

，ら

れ

：る
；
の

/で
：‘あ.
る
？1...

切
の.
.

管
理
活
動
は
孰
れ
も
^

等
か
の
仕
方
で
作
業
に
於
け
る
行
動
i
系
を
前
提 

と
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
遂
行
せ
ら
れ
料
な
い
。 

.

.

.

.

'

か
、
る
依
存
關
係
，
於
い
て
孰
れ
が
よ
り
規-
M

的
で
あ
る
か
は
長
期
間
に
つ
い
て
見
る
な
れ
ば
作
業
は
管
理
に
よ
つ
て
制
約
せ
ら
れ
'
 

て
ゐ
る
と
當
然
に
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、
よ
り
短
期
間
に
於
い
て
，、
こ
-の
作
業
過
程
を
最
も
效
染
讷
に
.運
锊
す
る
こ
と
の
爲
め 

に
要
求
せ
ら
れ
る
管
理
紺
織
は
作
業
組
織
S
體
に
よ
つ
，て
制
約
せ
ら
れ
^

長
期
に
現
は
れ
る
作
業
紺
織
化
の
問
題
は
蕋
本
的
經
濟
計
'
 

懸
、
资
本
計
箅
と
の
關
聯
に
於
い
て
廣
汎
な
硏
究
問
題
を
提
供
す
る
も
のV
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
現
實
の
經
營
の
中
に
は
盧
々
或
は 

寧
ろ
殷
則
的
に
長
期
問
後
に
生
じ
來
る
べ
き
要
素
が
微
妙.
に
混
淆
し
て
存
在
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
將
來
發
肢
性
於
る
作
業 

M
面
が
若
千
經
濟
性
，に
於
い
て
欠
く
る
點
，あ
る
，に^

ら
ず
、
旣
存
の
作
業
中
に
包
含
せ
ら
れ
て
、
後
者
-の
經
濟
性
ぬ
よ
つ
て
補
填
せ
^

れ
で
か
る
の
で
あ
答
P
藤.
て
一
宛
'の
發
展
的
段
階
の
郅
達
を
使
つ
て
新
な
る
作
業
，組
織
を
生
ぜ.
し
办
て
ゐ
る
r

其
の
期
础
は
，謂
は
<
蜥 

,

導

的

？
：
育

成

的

_

贷
あ.
多
。.
.

そ
と*

我.
木.
の
開
題.
と
す
名.

e
*

勞
働.
の.
分
析
は
旱
把
：短
期
間
の
間
題
と
し
て
の
合
理
的
管
理
攏
造
に
'
 

關
係
す
る
の
み
で
な
く
し
，て
、\
1
層
長
期
の
問
題
に
も
關
係
す
る
の
で
あ
る
。 

、

•
 

\
 

'

'■-.

:

ざ
て
.
こ
、、
.に
^

ふ
作
業
過
程
は
普
通̂

は
生
齑
過
程
と
云
は
れ
る
。-生
.產
過
程
の
硏
究
：は
從.來
M'
f

.
A:價
値
移
轉
の
立
場
よ
り
或
ひ
ほ 

梭
術
的
3/
:

場
よ
：^
分
析
せ
ら
れ
，て
ゐ
；た
。
そ
し
て
其
の
觀
看
9
:*

位
ど
.な
つ
'
炎
：も
の
.；は
±

#

矣

私

經

營

と

，か

.

.で
'
あ
.̂

於
'(
0

、で
あ
る
40

霧

.

' 

.
，る
.に
が
か
.
る
硏
究
.に
於
^

:̂

は
經
營
は
單
な
る
純
技
術
的■

薄
へ
或
は
資
求
咸
轉
の
：
.

?̂

し
：て̂
^
 

. 

^

て
萁
0

卿
;̂

伙
萍
.標
.
は
資
’本
.運
働
..上
の
&

則
或
ば
拔
術
學
上.の̂

求
o 

:

衫
冬
‘と
こ̂

ば
坐
產
經
濟
砂
合
顼
的_

の
法
則
杧
外
&

ぢ
ぬ
。.
.
_經
鶴
法
則̂

^

値
够
_

蘭
係
を
於
確
：に
計1

的
に
捉
*

る
計
算
方
式
。
 

.
を
與
つ
で
終
.る
も
_の
セ
も
な
ズ
叉
滅
技
術
的
法
則
办
探
求
_で
本
な
^

0

ぺ
乇
ル
ぼ̂

»

の
能
ヵ
_

理
^
^

.V

の
經
營
給
付_

腐
せ
し
む
*

法
則
.
で
釭
名
o
:.
-

そ
ば
'

: ^

生
產
經
濟
；の* :

に
.
枝
耐
断̂

價
値
的
.
な
- -

面
的
の
_
み
を
_

察
し
て
終
^ .

で
..と 

ハ：を
.
許
さ
.

な
い
o 

.力
を
^

つ
：て.
^

; ^

產
目
的
を
遂
行
す
る
貧
め
の| 1:
.
養
的
亂
_

體
' ^
: ^

で
_

識
^ - 

^

.

に
：

1
K

ふ
と
こ
ろ
；の.合
理
的
生
难
ヵ〈

^

同
的
.
縣
合
ヵ
で
あ.
'る
？
斯
機
奴
贲
場
上
り
し̂

菩
.

.々
は
、.
作
業
齋
働
全
：體
を
以.ウ
セ
勞
務
者.
の
'
權
成
す
名̂

個

50
'

册
會
的
^
織

と

觀

察
‘
 

、す
る
'
の
：
で

あ

豸
::
.
而
；1 >

て
と
ノ
の
，

_

位

は

：其.の
：
内

茴

ゆ
^

 

の
■
で
へ
多
る
？

換

言

f

 

' 

.
:れ
拔
、"
作
業
溯
織
_
は
か
、
る
介
紙
織
單
：傅
の
蘇
脊
で̂

'?
>
と
も
_

;

よ
ぅ
$
^
^

 ̂

' . 

.
:
. 

S 

,
さ
そ
:,
^

ら
.
ば
_

$

< 0

姻

織

靡

位

を

如

經

觉̂

ぺ
き
が
0

« :

も
嚴
袼
な
：る
意
味
ぬ
於̂

あ
.

る
と
武
：
'

へ
よ
ぅ
。
.

• 

.
然
、し
-
&
が
'ら
個
人
を
組
織:'
i
l
t肩
_
と
：
し

て

彳

，
そ

ル

ぶ

^

办

個

人

が

職

能

的

:f
c

+ :

分
.
，に
■ #
,
の
1

人
^

區

；別.せ
^ ;

れ
る
性
格
を
有
しV

從
づ
で 

.;-
•
' 

'
.作
樂
於
働
に
龄
げ
冬
微
冏
艰
孽
に
卜
つ
^
-

て
：
：

-

■

五
'

1
.

-
C

キ 
b

s

一.



作
_
勞

働

に

於

け

る

協

冏

形

態

に

つ

い

て

5

1

,

.

(

六
'七
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レ-
:
-
-
-
-
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'
-
-
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.
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- 

-- 

t

こ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
劍
理
的
管
理
構
造
の
装
礎
た
ち
し
む
る
じ
と
は

>
 

零
細
教H

場
に
於
い
て
，の
み
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で

- 

♦
あ
ら
ぅ
9

例
へ
ば
ぃ 

一^

の
材
料
を
甲
が
切

斷
機
に
て
切

斷

し

、ふ
は
.
こ
れ
に
一
定-
の
機
械
加
エ
を
な
じ
丙
は
，加'エ
物
に
化
擧
的
處
理'
:

” 

を
施
こ
し
、
丁
时
と
れ
に
他
の
龅
分
を
熔
接
し
.
、
' 
戍
は
加
工
物
に
|

た
の
银
み
を
手#

業
を
以
つ
て
與
へ
る
。
輩

ぎ

會

祭

講
. 

H

陽
に
於i

：

て
屢
々
，見
ら&

か
\

る
過
程
_

よ
り
戍
に
至
る
個
人
勞
務
者
が
そ
れ
ぞ
，れ
特
質
あ
る
職
能
を
遂
；行
す

.る
'
,
.こ
，
ど
,^
よ
'0

.

. 

-
; 

; 

■

;
 

-
< 

• .
. 

~
 
.
 

.
 

.

.

.

. 

- 

-
r 

.

て
權
成
せ̂

れ
，て
ゐ
る
。
呼
と
乙
と
は
機
械
的
處
理
を
な
す
上
に
於
い
、て
等
し
い
職
能
で

>
は
あ
石
が
、
所
謂
材
料
處_

に
於
げ
.
る
切
斷
，

.」 

,
作
業
と
-/
]
1
1
:エ
機
械
所
理
で
，は
其
の
作
業
條
件
好
候
述
の
様
に
、可
成
異
つ

'た
も〜

の
で
あ
る
。
丙
の
所
謂
駿̂
|
的
，勞
働
ぼ
同
樣
好
他
と
载
然' 
.

,
-

-■.
..て-
- 

-
'
.■.... 

- 

-

'
■

:

.)

.:
'.
^
 
-
V
,
.

- 

- 

r
.
.
, 

.

區
別
せ
ら
る
，べ
き
で
‘あ
る
、、
丁
我
は
噚
し
く
'手
，作
業
な
が
ら
材
料
工
具
の
使
用
よ
り
見
て
も
、
，其
の
：職
能
◎
個
人
勞
務
者
'の
心
身
に
與 

へ
る
影
響
よ
り
し
^
も
格
段
の
相
違
が
あ
る
。
要
ず
る
に
こ
れ
等
の
個
人
は
そ
れ
以
>

に
分
割
1>
得
ざ
.を
取
恢
で
あ
る
と
^

>
ゆ
、
そ

' : 

れ
以
上
に
'
作
業
取
位
を
鞲
成
す
る
中
間
例
組
織
單
俾
と
し
て
綜
合
1.
锝
ざ
る
^

;
を
持
つ
て
が
今
從
令
r
か
I
る
小
規
模
.エ
；
場

..の 

分
析
に
S

•て
は
各
個
人
勞
動
者
を
中
心
と
し
て
.先r

の
全
體
と
の
關
聯
を
分
析
じ
セ
行
く
と
と
^

^
つ
.て
‘協
同
形
態
を
_把
_握
1>
得
?>
-
'の
.
.
.

...

で
あ
る
。
,

タ

• 

•
, 

. 

.

"
 

,
 

:
■[
.

-

.

.

:

ハ

ぃ

：

r,
 

: 

> 

.

",
■
■•■
 

、-.
 

. - . 

, 

- 

-
,
-

.

1
ブ|
- _

然
る
に
、
#
少
と
も
大
規
模
工
場
に
於
い
、て
^
、
材
料
原
料
に
與
6
る
各
の
段
階
先
殆
ん
ど
例
外
念
'レ
に
.多
數
：：：の
.
，
勞

辕

省

が

協

同

的

.

. 

に
そ
の
職
能
を
遂
行
す
る
こ
と
よ
り
耩
成
せ
ら
れ
_て
l

o

Wし
て
、各
所
定
の
段
階
が
複
數
の
癸
働
者
に
太
.
0
:
,
:

て
量
的
_に
»;
的
^
發
割
, 

せ
ら
れ
る
o AJ-

れ
が
威
め
職
能
と
し
て
見
る
¥

ビ
の
.
一
定
段
階
の
内
容
が
奢
し
く
複
雜
な
も
の
.と
な
：る
。
：
.||
_
£其
の
棱
雜
性
：を
高
め
/ 

.. 

•る
も
の
‘は
屯
靡
せ
ら
れ
る
財
の
.颂
類
の
複
^

^
す
.る
と
と
で
、あ
る
。
こP,
こ

と

の

ぼ

め

に

■
一 

宛

の

.
'
質

的

變

化

の

段

階

が

.
ニ

零

に

氏

冀
 

分
化
す
名
傾
を
持
つ
,0
.隨
つ
て
個
人
勞
務
者
と
し
て
こ
れ
を
觀
察
す
る
と
其
の
佝
業
態
椽
は
餘
り
に
も
分
極
北
し
て
ゐ
て
、
各
個
人
勞
：
‘ 

務
f

«
接
に
關
聯
せ
し
め
て
全
體
の
綜
合
關
係
を
把
握
せ
，ん
と
す
る
こ
み
I
殆
ん
ど
不
可
能
.で
'あ
る
。
；各
勞
働
者
を
何
等
か
の
1

.

ょ
り
綜
合
し
，

y

ゐ
る
集
團
を
置
組‘
織
體
と
し
て
、/
こ
れ
を
通
じ
：て
粽
合
的&

同
的
關
係
を
解
き
睬
ご
す
こ
と
が
必
嚶
不
可
欠
と
：

'な
.る

L
-
/ 

'
ニ
' 

.

.

. 

;

レ
-

.
 

. 

-

-

..
of
. 

* 

... 

,

の
で
あ
る
。 

• 

> 

. 

\
 

.
.
V

 

こ
p
ff
i
織
單
位
た
るy

き
集
團
$

々
は「

作
業
場」

，と
じ
て
表
現
し
.'
'
-
$れ
：を
通
し
.ズ
_
場
作
業
に
於
け
.
'る
協
同
形
'態
を
分
析
し
た
.ハ

■ J 
'
 

■
 

J 

?
• 

• 

. 

I

:■ 

ノ.....

1

.  

\ 
ン
 

•
; 
. 

*

•
い
と
#

へ
る
の
で
あ
る
。 

：

.-

、

-

, 

■

• 

. 

、

-'
/
'
.
.

 

.

.

.

.
し
，
一

 

.
-
.
:
■:, 

■:.
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作
業
場
に
關
す
る
g

は
i

必
ず
し
も
關
却
せ
ら
れ
て
ゐ
1

の
で
は
な
い
0
.例
へ
ば
'ア
'ン
ダ
；ス
ン
^>
セ
ン
，グ
は
生
：_

«

織
論
に
於
い
て
は
こ
れ
を
以
つ
て
經
營
組
織
に
於
找
る
最
小

.
の
社
會
組
織
單
位
な
り
，と
し
て
其
の
：：重
莱
性
&

晴
示
^

^

^

^

更
に
又
：； 

原
價
訐
箅
論
佩
へ•
ば
カ
ズ
テ
ン
ホ
ル
ツ
、
ダ
ト
ン
、

チ
ヤ
！
^

等
の
如
き
は
作
業
埸
を
以
づ
て
、
思

o
d
a
c
t
i
o
n

v>.
Ĝ
e
r

';

と
し
て
間
接
J 

费
賦
課
，に
於
け
る
，最
重
要
な
る
據
點
と
し
て
ゐ
'
る
こ
と
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
實
際
の
土
'場
組
織
‘
に
於
い
て
；は
：行.程
^

作

樣

，
 

場
と
の
，區
別
は
必
ず
し
も
明
確
で
呔
な
い
が
多
く
の
場
合
，に
漠
然
た
名

^

i

-p

分
と
し
て
餽
念
せ
ら
れ
て
ゐ
答
尤
ぅ^

考

へ

ち

.
れ 

る
な
學
者
に
ょ
-p

で
其
の
意
義
の
重
要
性
見
屢
々
指
摘
せ
ら
れ
な
が
あ
#

の
薇
底
.
的
分
析
は
殆
ん
ど
未
だ
行
は
れ
な
か
づ
^

辑
に
.
思
，は

ぐ

...

V 

:• 

- 

• 

• 

- 

- 

- .
.
.
.
.
.
. 
.
. 

-
- 

• 

- . 

- 

- . 

- 

. 

- 

. 

• 

'

れ
る
の
で
あ-
る
。
 

：

V

. 

>
.
.'
/
. 

. 

. 

... 

-

-

-

.
 

- 

. 

......y
 

「

-

:

從
來
の
食
學
的I

是
法
論
者
の
<
硏
究
&

を
な
じ
て
ゐ
％
時
間
或
.は
動
作
聊
究
：ば
專
.ら
個
人
勞
務
者
の
能
率
を
电
心
と
.
し
：
^
^
^
^
^
^

れ

作
業
場
或
は
工
程
、
工
場
の
<刀
析
は
專
ら
設
備
の
•配
堂
，
財
の
流
動
'

貯
藏
等
に
■
す
る
標
準
化
、
，規
格
化
、
舉
ラ
化
に
其
の
興
"

. 

味
を
集
中
し
て
ゐ
た
樣
に
思
ば
れ
る
。
多
く
の
科
凰
的
管
理
論
者
は
恐
ら
く
勞
務
者
&
心
理
現
象
に
つ
い
て
關
心
を
#
さ
な
5
も
の
へ
は〜

‘ 

な
か
づ
た
で
あ
ら
ぅ
.5
ア
ィ
ラ
ー
自
玢
も
そ
の
例
外
で
は
な
，か
つ
た
の
で
ぁ
0̂

然
み
に
か
、
る
心
理
现
象
に
對
す
る
其
の
熊
度
は
寧
ろ
.
,- 

頗
名
非
科
學
的
欠
ぁ
つ
た
。
新
な
る
半
：南
統
制
方
式
W
適
用
に
當
つ
て
'其
の
•精
®
:、
其
の
霞
を
て
負
に
理
解
せ
し
む
る
方
法
は
例
へ
ゝ
，

i 

4- 

f 

y
 

„
 

,

作
業
勞
働
に
於
け
、る
協
同
形
靡
5

-い
て 

‘

、

>■ 
• 
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六
七
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.
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作
業
#
働
に
於
け
さ
儆
同
形
態
.に
っ
い
て
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五a

c

六
七
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- 

'
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.
.
.
.
.
.
.
-
-

厂
.
-
:

.

;

-

■-
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- 

- 

- 

. 

-

.
 

-

...
 

.
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- '

*
-
-
-
-
:

-
.
-
-
.
.
-
. 

,

ば
-1

般
的
‘
に
職
人
と
し
て
の
自
覺
を
，喚
起
ぜ
し
-む
る
如
き
で
あ
：る
。
屢

々

靈

的‘で
あ
り
訓
話
的
で
あ
つ
た
。
そ
.
の
效
艰
は
必
ず
し
，も 

皆
無
，で.
あ
つ
た
と
は
衰
は
れ
'な
い。
然
し
、其
の

生

糜

の

技

術
«-
:
:
^
^
が

所

謂

斜

學

的

な

嚴

格

^
氣
續
を
經
て
る'
る
に
_較
べ
る
.と
拿

ろ

頗
 

る
非
科
擧
的
で
あ
る
と

一 (
<

へ
、る
の
で
あ
る
。
ギ
レ
ス
プ
が
：最
孤
經
醫
土
め
あ
ぢ
ゆ
ざ
銳
制
方
法

^

心
@|
の
ト.
に

莪

礎#
け

樣

と

し

；ヤ

ゐ

：：る
と

^

は
，方

法

と^^
で
康
し
^

誤

ま;0
'
だ
冬
の
：
で

成

迦

的

方

法

：の
意
義
^-
十

分

に認
.
.め
る
一
.
こと'が
出
来
る
.の
.で
^

^

-0
■な
が
^

^

れ
^

翻
何
^

實
現
す
を
^

と
^ '4

.

點
C *

な

-
ると
確
固 

i

:
.'
u

友
友
法
を
示
し
て
ゐ
な
.い
9

實
踐
法
.則
を
示
し
七
ゐ
氟
い
：0
:
:
^
る̂
.
0
:ハ
其
の
_

师
0

ょ
つ
'て
來
る
と
こ
：ろ
.は
集
{1
|

的
態
^

把
邏 

:オ
る
方
法
'
.,;
^

欠
#

ガ
ゐ
.る

' ^
遭

：ち
'
#《

§

务
る
0
餘

6

本
：し
：
た

樣

比
3:
-
.
嫁

:-
:
:
;
飞〜

^

1
锡
と
^
。
请
^
の
個
人
.の
_
團
に
：̂
っ
^

熾
ね

と
：V
に
噂
質
め
勞
■
^
は
各
勞
務
者〖

の
勞
働
對
象
と
之
#
に
：對
ず
る
勞
務
者
'の
給
付
.の
性
袼
奴
^
^ ̂

に
.等
し
い
と
.と
で
.あ
.る
P
.
■
然
し
. 

、な
が
^
こ
0
:こ
表
は
勞
1

.
の
_
本
瓶
臌
.ぞ
：の
：も
/0
_衫
等
レ
_い
：
こ
：
ん

ゼ

の

.

.
で

齡

な

い

。
例
：
.ダ
ば
鑄
物
の
：砂
型

作

業衡
広
於
，

S

‘て
、
.. 

_.大

冲

物

冲

物

其

は

仕

寥

^
取
,

双
他
'<
0
:
;.«
:
;方
が
變
化
し
そ
：ゐ
：る
亦
？
：.然
.レ
、砂
>'
か
型
と
か
湯
_

び
心
_金
其
0
.他

 ̂

ふ
：る
：卞
と
及
び
給
付
そ
め
も
-の
は
—-
般
的
^
等
し
5
性
¥'
を
持
：ヴ
：.
0艾
あ
.る。

.#
/
業
場
は
»
小
の
組
織
単
位p

あ
^

y
こ

れ

ょ

り坐
ず 

■
る
.
財
は
現
.代
め
：經

濟

社

會
M
於
い
‘

K

は
評
價
蒼
れ
得
.る
_
の
：名
.の
.：と
.棘
な
ら
.
.似
o
;數
個
の
作
歲
場
が
^

C
.

/
. 

'
一，
•
'
'
.
一

 

-
.
.
-
■.
 

« 

.ご
，
-
'
'
,
*
-
' 

•.' 

• 

、
. 

.

.
 

- 

' 

* 

-

■評
價
せ
も
れ
得
多
も_
:の
：と.
な
づ̂

場

合

匕

れ

，を

行

程

と

送

ふ

0

ン
尤
兔
芪
大
：な

單
_
:
1
'の
，機

械

を

寶
<

^

齋

し
'
て̂

■を
行
ふ
如
き
:̂
は
こ
i
'に
®
ふ
_
質
的
要
素
は
氧
v>
-。併
し
、そ
れ
が
勞
働
鐵
象

作
業
®

と

し

て

の

猬

値

は

協

態

の̂

の
と
何
等
變
化
は.
紀
”

，從
つ
て
か
X

る
場
合
-を
舉
獨
作
業
場
と
す
る
。
作
業
場
の
觀
愈
を
.

'

明

確

に

把

踅

す

る

、
こ

.
と..
は

從

來.
の..
管

理.
の.
硏

究'に
對

し.
て
其.
の

欠

陷

を

補

疋

す

，る

..
歲
要
な.
る
事
項
>

な
る
の
で
あ
る
o
'作
業
場
に
於
い 

,

ズ
見
ら
れ
る
ニ
：般
的
等
質
の
協
同
杉
態.
は
ノ
と
：れ
を
侗
人
勞
働
者
の
立
場_
ょ.
り.
す
れ
‘は
、
-'
驟
岛
に
於
け
る
：作
^

ハ
を
尊
レ
ぐ
す
：る
驶
素
を
#

分
；に
狃
含
て
有
る
：局
面
セ
あ
る
っ
各
勞
務
省
の
作
業
態
鹿
ば
は
：装
守
の
相
異
.は
存
在
す
；る
o 

.併
し
、'
と
れ 

_

(

を
綜
#:
.
1て
：--
*

の
集
團
的
社
會
的
態
« '
'

と
.な
.し
，得
る
迄
へ
の
共
通
的
要
素
を
包
^ /

し
^ :
ゐ
る
。
作
業
統
制
、‘
M
織
の
方
.法
ば
：こ
れ
を
寒
底 

:と
^'
^

邀
展
や
し
め
^'
.れ
.得
.ぺ
.ぎ
で
が
次
0.
:尊

に
-3
1

作
_

,

.に
於
％
る
作
業
態
度
(0

へ
の
た〈

る̂
.
 

く
で

.

こC

に
：典

感o :
.

生
活
感
情
の
育
成
を
免

.

る
.

こ
：と
も
出
來^

ぅ
；

.

？
..

而
^ :

て
；
こ̂

は
あ

..

ふ
ゆ

'

る
意
味
；

.

に
.

於
け
る
社
.會
的
集
團 

.:
-的
游

勛
(0
.
.敝
格
を
霞
起
す
も
も
ー
の
：た

.

る̂

ん
、
ー

'

揿

建
.

選
擇
疗
最
も
鼠
要

|

,

條
袢̂

^
 ̂

. 

• 
^

'.V.®

價
W:
算
論
發
が
^
業
場
を
以
：

9
.

て
間
接
費
賦
課
'の
部
門
ど
し
允
：重
要
視
し
七
^
る
へ
こ
と
も
決
.じ
て
意
味
'な
き
：こ
と
'で
’
な

い

0

.
一

 

般 

:'に
敗
ら
れ
て
.ゐ
多
ょ
ぅ
'に
：間
接
#
缺
課
部
門
^
於
い
て
■見
積
間
接
費
と
、實
際
^

^
費
と
0
照
合
.の
行
は
名
べ
.身
こ
.と
が
豫
想
せ
ら
れ
て 

あ

：
る

赐

額

：
の

〈

差

は

其

の.部
1
1
.
の
能
率
を
表
明
1ず
る
も
の
ゝ
士
風
考
ぜ
5
§
潘

焦

：，'而
.し
_な
が
ち
あ
.ち
ゅ
及
讓
原
價
論
者
の 
一

K

ふ
樣 

£

襄
の
能
率
.を
：ま
に
數
宇
上
<7
>

_紙
に
扼
ぇ
を
こ
と
を
以
0'
:て

終

り

、
忘̂

^

■■
'■,ぽ
あ
こ
と
を
當
然
敷
東
參
め.
で
あ
充
>'而
し
：
.
て
，
と
：：の

問

礙

抹

提

し

^
#

'ょ
つ
て
4

^
於
_
於
1>
:
た
と
：
ば
：な
し
_
な
い
ガ
あ
ら
安
^
歐
原
因
.を
|1
!
.に
迪
求
;̂

话

内

容t

迄

觸

れ.來..
る
'こ..
と

括®.

ふ

迄

も

な‘ 
oへ
斯
ぐ
し|て
作

業

場
.
そ

-^
兔

：の̂.
硏

究

，が

、
'
資
本
：の
價
値
移
轉
.の
問
題
と
密
接
な
る
連 

'結
を
1
^
ず
こ.
と
1-
取.
る

,(
0
で
>̂
:
.
-.
る
。

.
V
.
,
-
. 

,
 
-

■

:

吾
々
が
こ
、
に
作
業
場
の
本
質
と
し
て
認
識
す
る
と
と
ろ
の
も
の
は
、
-何
等
か
の
經S

給
付
を
行
ふ
上
に
現
は
れ
る
勞
務
者
間
：の
協 

同
的
沾
動
の
：.形

で

.あ

.る

.
o
各
.々
.
.
.
の
.

S
場
^
於

け
.る

作

業

場-S
:
見
る
、
に
，
"
各

作
^
場
^
於
v>
. 

v:t
t
;ひ
ら
れ
石
，
工
具
原
.;̂
.
:
,
■«
漆
は
.そ
 ̂

作
樂
熒
倒
に
货
る
協
|«
1
形
薜
に
つ
い
て
 

五
:(
|

;(

.六
，七
ボ
ぐ
,

.
./



,

’

.作
業
勞
働
k
於
げ
る
協
同
形
態
に
，つ
い
て'’

' 

, 

上
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ぞ
れ
特
質
を
有
す
。る
し
、勞
務
弈

 ̂
®

、
勞
象
に
爾
す
る
影
響
に
於
い
て
何
等
か
の
變
化
を
示
し
て
，ゐ
る
。
^ ，
つ
て
^
れ
を
勞
紙 

に
於
け
.る
枝
術
的
條
件
の
立
場
か
p>
>統
一
し
や
ぅ
と
す
る
と
却
つ
て
著
しi

混
亂
を
招
來
す
る
結
描
と
な
る
。
然
も
^
,と
|
1,を
^
同
珍
, 

態
.な
る
人
間
の
組
織
上
の
關
係
.に
移
し
て
觀
察
ず
る
と
こ
ぐ
に
.各

特

質

あ

る

作

翁

場

は

一

摩

は

若

干

.の
形
•態
の
何
れ
；か
に
邑
.含
；す
る
こ
. 

と
が
出
來
る
,
°言
ひ
換
へ
る
と
各
*®
業
•は
枝
術
的
性
格
に
於
い
て
著
し
く
異
つ
て
ゐ
る
に
#.
ら
ず
：'
,
«(D
,fr
に
行
は
る
作
業
^
右
モ
の 

.茶
本
的
の
協
同
の
形
態
が
組
合
さ
.̂
ズ
ゐ
る
.と
^
を
認
め
卿
る
、の
で
あ
る
。
紙
と
，鐵
の
生
.憲

：は

麗 

. 

然
し
そ
外
は
技
術
的
意
味
に
於
い
て
■其
.の
i

 
•，勢
働
對
象
の
，性
格
等
々
の
變
化
に
外
な
ら
な
いg

で
恥
つ
て
、兩
者
；中
ぬ
.は
却
0,
て
多

... 

: 

.く.

.
'
.
V
:
-.

、パ
.
.
.:■
; 

■
V 

, 

-、， . 
： 

•
.
，
.!
.. 

:

■數の
#:

通
す
る
協
^
の
形
態
:̂
認
め
る
で
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
と
の
こ
と
ゆ
敢y

 H

場
間
に
霞
い
て
考
へ
ら
.れ
、る
：の
み
で
は
な
く 

. 

し
て
、

一H

場
灼
.の
作
業
場
を
比
較
す
る
掲
合
に
もC

岛
然
現
は
れ
來
洛
と
.：こ
ろ
.
.で
あ
■る
0
¥:
料
調
藤
，と
製
品
精
製
と
^̂
 ̂

' 

性
禁
異
る
o
.ぞ
れ
に
も
拘
.ら
ず
屬
同
形
態
と
し
て
は
奮
f
る
紙
I
循
環
式
協
同
掘
®
が
現
飯
'れ
；ゐ
る
こ
と
比
.化
¥

.
場
ね
.が
て
多 

く
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0
:か
べ
し
て
作
業
場
の
認
識
は
各
產
業
に
於
け
る
：贺
鳳
歡
態
^
經
'
,ー^

の
で
あ
る
と*5
5

へ
.
よ
ぅ
。

:

• 

- 

, ’

ノ 

っ
ン，.ニ...'-':.■■
'

'

-■:
■

'ぐ-

-

,
,
■.ン
へ
，':.ン

f-
- -■- 
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■-.、，，.:
: 

,

,

’以
上
は
作
業
場
の
意
扇
に
つ
¥
て
考
察
し
た
の
で
^
る
が
.、
然
_
ば
'前
述
：じ
:̂
作
業
徵
に
：於
け
-る
協
同
の
_碁

本

的

形

：
)1
-
ど
',
1.
て
如
可 

な
.る
も
の
が
思
考
せ
ら
れ
る
か
、
こ
れ
が
次
に
麥
問
題
で
妒
る
-0
;
;:
:
:
:
>
?
_

-'
.
:
ト 

'
へ 

.

.

.:
•
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1

、
:■
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.■
.•
..
' 
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V 

'■:「

，

.ハン
ハ.--
、
：
'
. 

•-,
- 

. -
-
-
■.
■

■ 

' 

ノ

V

々
は

若

干

め

栽

本

的

製

造

エ

業

エ

場

，
例

へ

ば

製

鐵

エ

場

、
鑄

:#
、
.锻
適
躺
槭
製
造
^
嚴

、.ハ
化.學
エ
場
、
繊
歡
工
場
に
.於
け
る
そ
れ 

ぞ
汍
の
^

！
を
觀
蘼
す
.る

に

兜

づ

咨

作

業

場

に

協

同

他

業

形

態

と

：
し
；て
：特

霞

，

^
興

へ

が

事|
1
^
^
て
>-
へ
次
め.呢

に

注1
1
1
せ
^.
各

を

得

ン
各
作
業
墩
.

0 :
'

逢

た

を

其

體

的

银.產
着
の
.

_

に
、
.
.協
苘
的
活
動..愛

'の
線
度
に̂

體

る 
o

I'
, 

. 

.•.
:
■
■•
■.
' 

. 

. 

. 

、

ノ
'• 

■

-

>

:

,

V:
協
同
•
の
真
體
的
表
缉
の
存
ず
る
場
合
と
存
せ
ざ
る
場
合
と
の
極
端
尨
例
を
示
す
な
れ
ば
、
前
者
迄
於
い
て
ば
.
^
製̂
造
.工
場
に
於 

H-
;
が
組
把
#，
&

^
她
く
..各
ね
部
分
を
各
々
の
勞
働
察
'多
少
(0
'
11
:
上
加
0:
を
與
へ
つ
、
其
の
部
分
を
：觉
盤
炊
上
に
'で
#
,̂

し
行
きy

、

は
^

抑
が
® :
;

接
生
產
作
業
に
利
用
せ
ら
る
べ
き
完
成
生
南
物
と
位
て
組
立
て
ら

1

ズ
ゐ
：る
( 0

で
あ
る
。
ノ
完
成
坐
乾
物
の^

0
努
務
者
は
容
爲
に
其
の
協
同
的
努
力
に
於
け
る
.彼
の
參
舰
部
分
を
具
體
的
{C
觀
察
む
:#
る
の
^
あ
る
'-
°
,
:-.
.
::
>
,
"ブ
:'
-
' 
ン

.

.*

,
>
-
.
，
.
, 

'
•
*
.
.
* 

- 

? 

,
r 

* 

• 

■ 

r 

- 

■ 

1 

* 

.1 

» 

• 

r 

- 

.

こ
れ
に
對
し
て
他
の
極
端
を
な
し
て
ゐ
.

る

作

槳

場

即

ち

，協

同

性

，
の

具

體

化

め

|
|
:め(

ら
れ
な
い
も.
の
.
：は
；勞
務
者
£
則
を
流
れ
名
多
數
の 

部
朮
又
は
製
品
を
計
蛰
或
は
檢
査
す
る
作
業
の
.

如
き
.

で
あ
蚤
。
各
勞
歡
者
呔
手
璐« :
-
:

捕
車
な
<

器
具
を
用
ひ
せ
個
.々

め
：製
ロ
叫
を
訃| |
:

'

撿
. 

.如
f

ス
0

阼
業
の
故
艰
は
單
に
製
品
の
一
定1 >

の
或
は
一
定
質
の
サ
も̂
が
彼
/

の.
傷
に
山
積
.
せ
，ら
：れ'
る

の

を

見

：
石

.に

過

ぎ

寒
 

て
、

は
其
の.
|1

]
の
中
に
自
3
の
個
人
的
活
動
の
結
果
を
認
め^ '

る
-

と
‘し
太
% •

作
業
場
全
體
め：

協
同
昨
を
其
め.
參
加
部
分
を
通_ 

し
て
認
識
す
ふ
こ
と
は
殆
ん
ど
出
來
^

い
。
 

• 

.

-
.
: .
.
.
.
.
.
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' 
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- • 
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- 

■ 

' 

■ 

.

.

. 

- 

J 

, 

. 

「

.

.iA

. 

i 
-.

, 

'

::

，
^
の
^
つ
'の
形
^
拉
旣
»
の
■

に
極
端
^
場
合
で
‘あ
る
o
多
く
の
現
存
の
^
業
場
は
こ
の
兩
':
^

'(
0
:裳

如

.に
：接
近
^
る
^
め
で
あ
づ 

:
>
>
*
<0
.
%布
せ
が
れ
セ
.ゐ
^
領
域
は
«1
:
:成
^
廣
汎
で
'あ
る
'
0

「

V 

:
:

前
者
に
ょ
り
接
近
す
る
作
業
協
同
形
態
を
耩
成
，的
協
同
形
態
と
す
れ
ば
、
後
荠
に
狻
近
す
る
も
の
は
分
裂
的
協
同
形
傲
で
あ
る
'0
こ 

，の
ニ
つ
の
.分
類
の
標
準
ば
旣
故
の
樣
に
作
業
成
银
た
る
坐
產
物
と
の
關
聯
に
置
か
れ
て
ゐ
る
'
こ
れ
が
果
し
て
妥
當
な
'り

や

否

や

，
に
つ
， 

い干の問題

f
あ
ら
ヶ
。
例
へ
ば
、
>こ
れ
を
協
同
の
物
的
^
礎
で
あ
•る
仕
事
配
，
分

め

狀

態

々

か

、

或

は

各

協

同

者

間

の

肉

體

的

： 

，精
場

的

緊

張

，の
度
合
~
と

か

、

或

は

塞

本

的

動

作

の

類

似

性

と

が

更

に

，
又
、
其

の

作

業

場

1、

舷
に
關
係
し
-て
必
る
技
術
，的
設
備
を
，背
影
と
.し
：

-

作
業
勞
働
に
於
け
る
協
同
形
磨
に
つ
い
て
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作
棠
發
傲
ヒ
於
け
る
協
问
形
煺
に
つ
い
て 

‘
五

八

’(

六
七
入)

;-
'

:.

セ
各
作
眷
.の
枚
術
依
苻
性
等
を
標
準
と
す
る
こ
，と
も
'出
來
る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
衝
の
標
维
は
多
く
は
社
#
學
的
な
或
は
勞
働
科
學
： 

的
或
は
棱
獮
科
學
.购
な
龙
場
ょ
り
'0
分
»
に
屬
：し
て
ゐ
'る
'と

考

ぺ

ら

れ.る
め'で
：あ.
s
o
.
.
經

營

學

的

馨.に
..於
5”
て
地
常.
.
に
篇
の
.給

付

を 

.通
し
て
I

韵
職
能
書
む
而
が
强
調
f:

れ
な
く
て
は
.な
ら
1

寒

し

1

5 :
'

;

進

め

灰

卿

以

：で

あ

.

る

。

こ

の

こ

と

，
は

-
勿
論
作
業
場
に
め
け
る
：社
會
學
的
.
勞
働
科
學
的_

を
看
却
す
る
£

‘と
を
_
意
味
す
る
も.
の
，
で
，
は

為 

:

w
:;
9

.

:

1應
ヒ
.
れ
.を
經
營
學
的
立
場
ょ
：，り
分
類
し
て
、
而
し
て
其
呤
も
と
圮
於
げ
：る
各
作
業
場
め
特
質

5:
;

單
純
：に
狹
.い
意
敗
の
坐
密
的
活 

福
に
限
る
.
こ
ど
.な
く
一 

賸
.と
^

を
：

g

大3

て
が
來
得
ベ
：く
ん
：；ば
知
ら
：ゆ
る
生
.
沾
關
係
上
：の
特f

%

b

れ
：に
附
隨
せ
レ
め
：て
行
き
■た
い

ぶ
考
，へ
-̂

の
'
-で
あ
る
.
0::;

'
.
:
:べ
.
：

-
^
 ̂

,.

.

'

. 

. 
-

•

然
ら
ば
以
A

の
：免

裂

鮮•構
成
的
.歉
同
形
態
に
_

鄭
炙
旮
具
體
的
：形
態
'が
配
列
.せ
^

れ
得
る
'か
こ
札 

,
.#

タ
：は
ヒ
れ
：を

次
.の
献
く_

示
1;

,得
る
へ
か
ど
考
：べ

^

.,

■ 

- 

- 

- 

- 

ミ

^̂ 

-
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'
.第
.
0:
«
純
平
#
成
協
同
形
態
_は
：旣
踽
0
霄

に

分

裂

形

態
^

§

^

な

す

も

め

で

あ

'勞
務
者
個
人
：の
：立
場
か
ら
：は
作
業
場
ど
し
.て
が
協
！！̂.

を
認
識
敗
し
.め
#'
汝
.ぃ
程
來
备
勞
務
者
の
個
人
的
成
果
が
單
純
に
集
合
し
て
.ゐ 

る
形
.態
で
あ
る
o.
.

强

：い
て
：龙

果

の

.方
商
±:
り
.其
の
協
同
性
，を
求
め
る
_な
れ
ぼ
分
*
上
_
1
の
.補
定
性
を
；甚
礎
と
す
.る
協
同
態
.で
あ
る
o
 
‘

1

定 

數

量

の

計

畫

生

辑

ぞ

各

勞

務

、者
に

*
的
に
、分
配
^
て
遂
行
せ
し
め
る
。
，各
成
; *
'

の
間
に
質
的
協
：同
性
は
だ
く
し
.て
.、
.
_
.

單
，に
.ハ
刀
量
上
の
協 

同
性
が
見
ら
れ
名
の
で
ぁ
る
。
.生
，
梳
制
は：

主
a:
'
し
.
.
て
.こ
の(

分

量

：の
：配

分

或

：
3

は
流
.れ
0
統
制
^
ぁ
'っ
_
.
て
>.镑
務
者
各
個
に
っ
ぃ
で
或

は
各
製
品
I

.
い
そ
別
I

統
制
系
|
1
>

■

ゐ

苓

も.の：；

は

材

料̂,
可

分

悔

と.大

量

他.で
あ
：る0 
.
.
製

紙

：ェ
場
，
の
.最
後
(0
.
_
理
作
業
.に
現
：は
れ
る
紙
.の
計
算
過
程
ば
旣
に
_

べ
た
と
こ
ろ 

(

セ
.あ
る
？
在
鹼
.

H

場
に
於
焚
る
織
#

作

業

も

こ

：
れ

货

あ

る

：。
：
と
：め

外

鬼

に

.纖
維
ェ
觀
に
於
杜
る
精
紡
‘
ノ
妨
織
作
業
も
同
檬
で
あ
る
。

ヲ 

.
ッ
”ブ
の
山
は
單
に
個
人
精
紡
機
勞
務
者
の
由
來
高
を
示
レ
で
ゐ
ー
る
も
の
で
あ
今
て
夸
わ
に
^
何
等
作
業
場
と
し 

-

な

い

。
，
.鑄

物

：ェ

場

杞

於

け

各

砂

1

作
業
場
ゆ
_ナ
般
忙
は
後
述
，の
質
的
補
楚
性
を
.：示
し
て
ゐ(

る
も
.の
：で
^

ふ
.如
ら
し
.
'て
こ
れ
.を

以

つ

，
て
.
單 

'純
平
列
式
と
呼
ぶ
£:
と
：，は
出
來
ポ
^

け
队
ど
4

>
例
..へ
：
ば

無

限

軌

潘

.
の

大

1:
-
.生
.商

を

行

：ふ
場
;#
:

に
，要

す.る

砂

婴

及

び

中
>

^

業
..の
如
き
：

.

は
明
か
に
，：單
純
{
|
式̂
形
態
.で
.あ
：.る
。
.'
.即
ち
こ
'
.
Vで
ば
一
 

'定

；の
，
金

製

に

：よ
づ
：
，て

製

作

せ

ら

れ

.る
砂
®!
^

一'定
.：の
中
子
を
不
斷
に
要
求
す
. 

•-
:
る
：
の

で

あ

备

か

ゲ

し

.て
ー
砂
型
の
：製
.作
も
水
乎
の
遠
逸
り
も
共
忙
 ̂

機
械
ェ
場
に
づ 

:
:v>
w
見

：る
：
な

：れ

ば

、

.：：

全

體

と

し

て

單
■
平
列
式
の
見
あ
れ
る
も
め
.は
頗

名

尠

い

^

で
あ
名 

'

强
化
.ぜ
を
れ
龙
.光
歲
;̂
數
量
の
.部
品
を
.個

：
々
：
^
檢
*
せ
し
め
て
ゐ
る
佝
業
徵
$
寒
る
.
0.'
'
.多
數
の
女
^
を
，し
^

#

沙
於
冬
部f

.
を
撿
査
准a

碜

芩

如

：卑

ば

明

か

_

こ
'

の

ま

態

鴻

あ

：
兔
^

^

.:
■機

械

：ェ
：
の

刹

用

ぞ

見

.る
^
、
.其
.，の

物

を
®:
ベ
*
純
な
^
も
め
；
例
へ
へ
'ば
.
ピ::
-
-ン
。の
^
き
”に
制
限
し
^
加
土
せ
し
.め
そ
ゐ
る
罾
#
の
如
き 

は
ヒ
れ
セ
.あ
，‘
？
尤
名
職
奪
3:
.に
し
セ
縦
盤
、.；
ミ
リ
へ
ン
ダ
、
¥
 

ル
：：)

マ
シ
：シ
.等
先
^
そ
れ
そ
'*
-
作
業
場
と
な
し
、ジ
：グ
、

■'

ッ
：：

ィ

中

ス

チ

ュ

ア

：丨

を

用

灶

ズ

同

.
|
«の_
ェ
物
ト
不
斷
に
流
す
如
き
^

聆
い
て
は
^
か
に
簞
純
^

^
ぞ
な
；す
.の
で
あ

る

。
.
'
併 

し

-f
x
が
ら
、
こ
れ
は
製
拍
の
^
:1
'

產̂
を
_
提
..と
1>
.
.
_
て
：
：
の
：
：
み

^
塒

な

こ̂:
で
教
る
。
也

來
#

»
に
^

^
る
機
械
：ェ
業
に
：集

究

こ

(0
»

. 

の
形
態
が
發
展
じ
て
ゐ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
d
唯
材
料H

場
特
に
鐵
板
工
場
に
於
い
て
一
定
型
質
の
も
の
ゼ
不
斷
に
切
斷
せ
し
め
る 

場
合
は
こ
れ
に
慰
す
る
と
云
へ
よ
ぅ
。
又
プ
レ
ス
工
場
に
於
い
て
も
こ
れ
と
稍
々
同
様
な
量
的
補
完
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
,0 

®

^
WJ
に
於
け
る
協
N
形
熊
.に
つ
い
て

 

' 

五

九

(

六
七
九：

I



.
作
梁
勞
恸
に
聆
げ
る
脉
則
形
態
に
つ
^
-て

：

.

丨

. 

丨
 

六
0 

'
‘ 

C

六
八6

〕

•
製
鐵
工
場
に
於
い
て
も
と
の
種
の
形
態
ば
頗
る
尠
，S
0
&
Xでは
材
料
の
^

^
性
は
|>
'
'つ
て
も
可
分
性
が
比
較
的
尠
い
か
ら
で
あ
る
0. 

强
_い
て
求
が
る
‘，な
れ
ば
鎅
鑛
爐
以
前
(0
原
料
炭
，广
鑛
石
の
輸
參
作
業
に
見
ら
，れ
る
も
の
で
あ
る
。
數
個
の
ト
ラ
ン
‘ス
ポ
ー
タ
ー
に
ょ
る 

原
料
め
積
替
作
業
は
其
め
例
で
跎
名
。
こ
、

で
は
殊
に.個
火
赞
，務

者

間
.の

場

所

的

分

裂

が

行

は

れ

る

點

に

他

の

單

純

平

斜

武

に

..比
し
て 

1

層
ょ
く
其
の
特
質
を
現
は
し
て
ゐ
る
，
パ
.

, 

■ 

• 

i 

: 

, 

, 

<

こ
-の
種
.の
作
業
場
は
分
敖
上
め
補
究
性
を
以
つ
て
成
同
形
驗
を
，懌
つ
て
ゐ」

る
も
，の
で
，あ
り

、

而
し
て
其
分
量
上
の
_

_
は
管
理
者
0 

一
般
的
な
訏
截
を
基
と
し
て
ゐ
る
か
ら
し
て
、
穷
務
#.
個
人
間
に
於
い
•て
技
術
的
に
見
て
直
接
の
關
係
を
持
つ
,̂
と
-̂
,̂

い
？
最
も
.作
. 

i

内
に
於
い
て
へ「

罾
の
機
械
を
中
心
と
：し
て
協
同
作
業
を
'營
む
，型

體

が

鐵

板

^
:業

、
，
，
趣

拔

作

藝

”，包
裝
作
業
等i

^

ら
.れ
る
，け
れ
.ど
.
. 

も
、
そ
れ
は
旣
述
の
^

に
作
業
場
金
體
と
し
て
の
協
同
關
係
と
は
別
に
考
へ
ら
れ
，な
ぐ
て
は
な
へ
ら
ぬ
ダ
.
.じ
(0
«'
^

^

_形
皞
に
は
#

_
 

単
攸
を
權
成
し
て
ゐ
る
個
人
間
に
は
直
接
の
關
係
が
な
め
の
で
あ
つ
て
、
某
の
關
係
は
、
■ 

\

般
に
ft
作
業
技
術
以
^
：Q:

協
同
生
活
感
情
.
. 

で
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
經
營
社
會
學
者
の
^
ふ
と
こ
ろ
(O
'
仲
間
間
の
疎
外(

v
e
r
f
v
e
m
d
s
s

が
*;
i
生
.&
暴
い
.：局
商
e
か
る
と
：も
安
ン 

へ
冬
而
し
て
旣
述
の
樣
に
务
工
場
が
特
殊
化
，せ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
馨
が
特
殊
機
械
轉s.pecial:_mac

tr.is)

め
線
合
と
な
r 

―

, 

格
品
の
大
盡
產
を
行
ふ
こ
.
,
i
る
と
：
こ
S

:
の
I

が

蠡

|

場
の
中
に
一
-震

く

震

f

漏

■

る
。ー

患

カ
 

単
純
平
列
试
に
於
い
ヤ
坐
產
能
沩
は
如
何
.な
る
も
の
か
人
.間
相
某
$
謝
係
は
如
佝
な
る
も
^
か

、
：
，
こ
枚
を
装

^̂
^

社
會
個
他
は
如
何
な
る
も
の
が
、
其
め
體
办
；に
及
驗
馨

.
d:

嫌
何
._
る
-̂
:
の
か
に
■
す
る
諸
問
題
は
實
歐
の
;̂
營
政
«

に
童
耍
な
る 

聲
を
有
す
る
が
、
ど
れ
は
問
題
と
し
.て
殘
じ
て
凰
き
た
い
と
考
へ
る
。

.

.

.

,

' V'ぐ：：

rr 

，第
二
は
複
合
式 

_

協
同
瑕
態
あ
る

。

'

:

.

:

:

..

..

.

■

.:

e
の
種
の
作
業
場
に
於
ぃ
^
も
其
の
作
業
綺
果
た
る
生
產
物
の
各
は
作
業
場
金
鼠
の
努
カ
.の
線
合
を
：具
填
し
て
ゐ
る
も
の
で
，は
な
く

し
て
作
業
場
內
の
各
個
人
或
ひ
は
.若
，：^
0
個
入
.の
協
同
の
結
果
.を
示
し
.て
，.ゐ
：.る
點
に
於
v>
v
'
.
同
#

^
,̂
盤
的
で
.あ
る
と
^
'へ
る
0
il
*
し 

な
が
ら
そ
丨
れ
が
車
徜
平
列
式
と
異
教
る
.點
は
;'
'其
ぬ
:̂
pf
e
物
は
、
勞
務
#
の
單
純
な
る
分
‘量
的
嫌
売
性
を
杀
じ
て
权
る
も
の
一
で
は

f 

'

し
て
貿
的
输
完
性
を
伴
：つ
，て
ゐ
る
；.匕
；と
：で
毒
る
。'勞
務
者
自
體
の
.勞
働
態
様
に
は
*
質
的
相
異
は
&
い
-が
::
■•
'
無
し
、"
.：其

.(
0
對
象
た
.る
材
. 

'の
*
或
は
質
に
變H

を
見
.：る
の
，
で
あ
.‘ふ
-:
0
隨

っ

て

、
，
こ
れ
.七
^
本

^

」 

を

作

業

場

全

體

と

し

，て

見

る

と

尊

し

い

象

程

友

し

ゼ

餘

合

翻

に

齡

察

以

得

ダ

■̂
货
^
を
ド
，务
の
：個
人
勞
務
者
ば
其
<0
成
_果
が
出
來
高
^' 

し
て
彼
の
作
業
場
所
に
堆
積
せ
ら
れ
る
が
を
：見
ス
资
、
4

，々.の
晚
其
叹
間
に
は
画
徽
の
.盤
.
■
的
關
係
は
^
v>
-
oヾ
量
.的
®
的
に
相
滿
す
洛 

加
.

H

對
象
が
分
裂
的
^
個
人
勞
務
者
.の
夺
よ
ー
り
流
：
れ

出

'る
の
で

.

.あ务
0
,
:
'
' 

:

パ

.

-

,

V
.
-'
-.
.

:

:
: 

以
上
の
墩
に
解
せ
ら
れ
た
場
合
は
義
に
解

_

た

複

洽

务

武

§
.

場

合

で

あ：f
 

.
鑄

物H

場
：
に
於
け
る
.新
作
業
を
'見
名
に
、

. 

大
物
小
物
に
よ
つ
て
區
劃
は
存
莅
し
て
ゐ
.る
し
某
の
_
に
.
-
勞̂
務
#
の
勝
が
あ
る
.-'
-
0
’
而
し
て
.、'
.廣
務
對
象
ね
大
小
に
な
0
七
旣
'に
：
 

質
的
分
化
が
行
は
.れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
同
一
の
加
工
物
を
取
敗
ふ
と
#

rな
く
多
數
麓
賴
め
‘ぶ
^
が
そ
^
そ

懷

咬

勞

務

者

'

^

て 

f
れ
る
の
で
あ
る
々
，大
物
に
於
い
て
は
若
^
數
の
，發
觀
者
の
協
同
作
業
に
よ
る
の
が
#
通
セ
あ
各
.
0,,
'
'
:
猶

ね

■.が

ら

兎

に

伟

斫

落

し

と 

し
て
は
稍
々
同一

の
作
業
單
位
が
反
復
せ
.ら
れ
て
ゐ
て
、
其
、の
給
付
の
結
果
は
侗
々
別
.々
；警

^
と
ゲ
つ
^

^
 

造
作
業
に
.於
.
‘い，て
ぢ
見
'ら
れ
る
0
七
ゾ
噸
の
如
‘き

小

塑

ハ

ン

，
マ
‘
}

？:
.
一
 

作
^

^
と
す
る
場
1>
が
こ
*
で
^
る

'.
:
"製
綱
0:
場
^
於
け
..る 

壓
延
作
業
の
如
き
も
同
樣
に
.論
ず
る
乙
と
が
«
來
る
。

\
, 

.
 

.
 

■

以
上
の
例
は
複
合
ぬ
の

0
0
場̂
を
セ
ば
あ
る
が
"
，狹

義

に

解

せ

ら

れ

る

若

干

め

例

が

^

^
 v
's
‘の
で
务
る
;0
.礙
義
に
解
背
ら

 ヾ

れ
だ
名
場
合
呔
成
银
の
上
忙
協
同
货
を
認
識
レ
得
軚
い
換
言
す
れ
ば
分
裂
度
.の
®
:
s

€v\
,es
ギ
が
意
味
せ
.
'ら
.れ
：て
'ゐ
：
る
の
.
で

あ

.
る

,0
然
. 

る
に
.こ
の
狹
赣
の
も
の
.に
し
て
、
，其
办
作
業
！！€

'

に
於
け
る
描
同
性
の
多
少
と
も
，明
瞭
に
認
鼢
し
得
る
場
合
が
あ
る
9
即
ち
よ
り
構
成 

作
粱
勞
働
に
於
け
る
協
问
形
您
に
つ
い
て 

’
 

-

P
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(
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作
業
势
働
に
於
げ
る
拗
叼
形
態
に
ヴ
叭
て 

，六
，二 

C

六
し
二
.

>

 

的
性
格
を
有
す
る
の
で
あ
る'
 

,

-

-

-

:
:,
:

^
.
1
.
.
.
^
.
^

 ̂

-

-

■

'
■
'
•
:
:

 

■
:

そ
は
機
械
数
ft

エ
揚
に
於
け
る
所
謂
一
加X

場」

或
は「

■機
械
場」

の
作̂

が
こ
れ
奴̂
1

る
：-0
|#

撕
場
'味
杯
.純
1
4
.場
と
_組
立
：3:
:
場
を
連
结 

す
石
過
程
を
®

成
じ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
む
か
で
あ
、る
。
尤
ネ
原
材
料
の
性
質
に
ょ
り
锻
造
翁
は

_

物
_エ
；場
よ
り
11
:

接
に
組
立
，エ_場
に
、
^

 

結
す
る
も
の
も
あ
る
。
。然
し
多
く
の
部
品
は
機
械
過
程
を
經
過
す
る
こ
と
は
一
其
ぅ
迄
も
故
い

.
0
,
.
.
而
し
.
て
其
の
關
聯：
^

.で

.姑
：_ま
1<
も

て

，
重—
的
.屑

顧
_
で

あ̂

。
.殊
.に

'-
«

_
程

が
^̂ 

れ
^,
.
の
_
'聯

も

衡

雜.と
#
る
0
_
'

「

中

間

部

品

の

^

立 

^

!
後

消

び

機

械

作

業

^
必

要

；と̂
る

本
00
.
'亦

多

數

に̂
^
か
.ら
.で

あ
^
 ̂

セ

y我
丨

.

の
.
.
_规

ぜ
_
其

の

；
例?？
.
あ. 

■
V

着

■

情

信

■

ら

隹

ぺ

_

終
局
'逢
_
物
2:
:
風
：
と.柿
様
■
:
■

從
o
⑵
機
械
場
权
規
衡
は
.決
定
せ
ら

$
、
：從
つ
'て
.其 

.あ
ガ
5
-.
^
識
^
の
：分
.霖
に
劣
最
響
を
興
'へ
....
る
'
0へ.
'-1
1
_大
規
模
經
臂
に
^̂ 

ナ
1
、ボ
I
ル
'盤
5
 

.

:ロ：^

^)

.ボ

,^
ル

-4
;

%

ン
：
、
：
鍵

線

參

が

：
そ

れ

起

れ

1

_
業

爆
_

成

：
し
；
て
.ゐ

欢
 ̂

の
t

.千
の
ギ
,

詹

#
ち
令
舊
_
の
#
養
場
が
_
戚
せ
灰
れ
へ
あ
务 

. 

^

作
1

虐

面
.：環

^

て
機
械
_

ず
る
：の̂

'
.
'業
者
と
分
裂
し'
.て
难
: £

刖
述
.

|

«

钠
補
完
_

が

ニ

蠡

，

に

認

め

.ら

れ

.

.
る

が
 

省
猶

密

に

觀

察

す

せ.ぃ
相
の
0 :
# :

;

物
か
ら
エ
.
祚
：の
性
格.
に
從
：聲

へ
は
エ
^
せ
;^
ふ
べ
'き
豫
11
!
を
認
.め
^
.こ
^
亦
©

來

る

，

叉

作

業

：
票

は

-^
れ
|:
霧
 

: 

削
V 

,
等
.嚴

序
に
加
::
€

ら
ぞ
べ
き
: 1

が
示
.さ
れ
.
て
一
ゐ
：
.

る
タ
假
.
.へ«

ハ
：
す

チ

、
力
.
、
ル
ー
-
'
ミ
ル
，
ン

x
；

の
旅
業
霞
、-
彼
に
要
求
せ
ら
れ
る 

.フ」

チ
1
り
；に
»
ぃ.K

加
璧
る
加H.

が
同
.一.
；
遭

名

：
ベ
；
.

ら
■

■

■知
#
ど
i
知
に
、霉
線
或
於
ポ
ン
チ
よ
り
し
'
て

鮮

^

:

業

場

を 

:
逾

過

"
f

事

實

と

後

來

多

f

加

ェ

逾

程

を

知

#

の
_
:
_
.
る

チ

衾

/'
%

^

;

,の
' *
/
'« '
^

樂
純
.於
補
完
悔
と
.
^
^
 ̂

X
. 

.

.
-で
ぁ
つ
そ.，
-
霞

成

的

性

格

釔

轺

ず

：る

务
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:
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ー1循
環
式
分
裂
協
同
形
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'■.

,

.

.-:
:
こ
ゆ
衝
の
歉
態
が
祿
質
と
す
谷
と
こ
ろ
は

一

.

業

場

，に

於

け

る

全

廣

務

者

^

同

：
一
.
の
：勞
働
對
象
に
對
し
て
協
同
的.に̂

付

を

行

.ふ

も

.の
^

ぁ
ぞ
が
ー
.興
の
成
取
ばi

、
皂
|

性
^

.產
觀
が
全
然
啟
.を
，以
づ
て
.修
餘
1>
樣
，な
い
.か
或
ゆ
氣
體
液
體
粉
末
と
.じ
で
協
.同
的
參
加
(0
'
概
念
.を
與
；へ' る 

'こ

と

を

寧|(
:

し
む

る

性 

ff
,
を

有

ぁ

，
_
■
■
、
■
一

 
綜
钇
が
.：一:
:鉻
の
#
ヒ
化
體
：音
こ
ー
>-
过
1
言
 

.'
る
も
(0
.
:で
軟
名
か
具
の
»
際
4
の
_
紙

凍

先

り

貧

ぷ

業
^
性
質
は
一
定
の
戴
置
を
.載
ザ
：の
：寥

'«
炉
其
ぃ
の
裝
.置
內
：祀
激
.对
る
;*
讹
-
程
を
#:
環
的
に
：監

視

し

統

制

し

更

匕 

.
行
つ「

：て.
.ゐ
；
る(0
表
_
る
。

麻
づ.そ
：其

。の
[̂
.
;
0協

同

办

胜,#
_袋

勞

務

者

：胤̂

^
分
氣
或
綠
_
完
關
麻
が
.見
1
.れ
:̂
の
セ
ぁ
名
。
或 

は
.又
恃
定
勞
馨
が
特
定
都
敗
^
蒙
始
監
_
ず
.る
：を
_と
.な
/<
-
;入
:-
•
-
一

 

_
の
_
置

を

：
金»'
が
，
聋

體

，と

ぬ

.てで必要ゎ箇所に佥員

.が

..

:

協
^

し

て.
ゐ

る.
と
_
:と

本̂

苓
0

蓮

に
_

;

.

勞

務

者

：

.
0
;
:康

着

性

は
_
殆

ん

广

な

く
'3
:

に
.

1

.盾 

の.
：
局

霞

吟

と

修
®

; ^
.
:
:原

积
Q

M

m

-'

.く. 

r
: 

....... 

-
 

/
I 

• 

■ 

* 

• 

., 

. 

•
•
-
.
-
• 

•

-...'.... 

,
.
. 

'

■'
'
を
興
狀
暴
督
し
め
て
-
定
敗
£

桃
.せ
；し
.
.め
る
,-
0
:で
ぁ
.る
0

^

;

.-
':へ'.
;

)

■
:'
.
;
:;u
: 

• ' 

V 

へ：'
.
,^;
-
0
.形
態
.は
殆
ん
と
霄
外
な
し
呤
裝
麗
江
.
_龙
嗲
他
夢
3:
;場
'
§
*
業
場
^
還

ル

^

へ
。ハ
ル
：

K

調
成
作
業
釔
_
る
|
れ

ば

其

の

狀

：態
^

_
瞭
#
が
を
。，幾
跋
か

'ゐ
.も
0/
そ
し
て
作
_

備
璐
は
氟
理
'に
關
す
る
特
狹
叹
仕
事
を
行
つ
で
ゐ
_る
。
：然
し
化
寧
パ
ル
ブ
原
料
の
棵
发
に
»;
じ
て
'
は

癯

該

作

業 

毀
の
也
の
見
於
の
■

者
海
が
こ
.れ
に
te
力
し
て
ゐ
る
。

；
阳
を
肋
七
て
幾
囘
か
、
為
環
的
作
業
が
繰
返
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て

•
-
: 

て
.
.
- 

:
. -
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,
.
.
.
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-
-
-
.
-
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作
樂
勞
俲
に
於
け
る
捣
同
形
餿
に
つ
い
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一
一
一
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作
業
勞
慟
に
於
好
る
協
同
形
旗
に
っ
い
て
‘
’ 

' 

,—

六
队
，

八
六
八
押〕

-
成
染
た
る
源
料
パ
ル
プ
は
§

に
よ
っ
て
別
の
ク
ン
ク
に
連
游
流
入
せ
ら
れ
て
こ
れ
を
觀
察
し
得
な
仏
の
で
あ
K

o
こ
の
»
の
.形
態
は
：バ 

M

y
敵
強H

場

例

へ

、ば

ビ
1
‘，ルH

場
た
於
妙
る
仕
忍
作
業
に
於
v>
X
V
.酸
酵
^

&

於
い
て
石
ぎ
場
'
‘の
，
硬

化

作

_

忍

炭

篇

エ

場

に

.. 

於
け
^

ス
，クV

I
パ
l

i

,酸
素
エ
場
ポ
於
け
る
鉛
{虫
作
#

^
等
に
於
い
て
容
易
.に
觀
察
し
得
各
と
こ
'ろ
で
あ
る
。

‘

'

- 

要
す
各
比
こ
の
種
の
作
業
場
杧
於
け

る特
質
ば
V

努
働
對
*

の
一
定
^

階

め

變

化

に

對

し

て

同

時

に

或

は

時

間

的

補

褒

性

を

持

ち

ク 

っ

-̂
員

が

雜

同̂
て
ゐ

0̂
-
然
し
な
が
ら
興
の
變
化
過
程
に
對
じ
て
積
極
的
に
關
與
す
：る
铪
付
を
行
ふ
よ
^
-̂
寧
ろ
裝
，置
內
(0
作
用
.を 

.«
厕

統

制

し

て

ゐ

る

の

で

あ

，っ
て
、
侗

人

勞

務

者

の

彻

逯

牲

或

ば

綜

合

形

態

，
と

じ

て

の

劍

發

!:
”
右
M.
戟
H

W

O
，仲 

6

疎
外
化
に
比
し
て
創
營
り
の
疎
外
化
^

層
强
く
表
は
‘れ
る
倾
を
持
っ
の
で
ぁ
る
。

ハ 

-
V- 

> 

.

以
，上
H
個
の
形
態
^
對
し
て
次
の11
一
個
の
も
の
m
作

業

場

に

於

け

，
る

全

員

の

協

,
か
か
於
が
具
體
的
な
る
形
態
を
以
っ
て
表
現
せ
ら
. 

れ

る

の

で

あ

，る,0

1

,
眾
純
|i
成
式
協
同
形
態
’
こ
‘の
曝
の
も
の
は
、
作
業
全
員
が
勞
働
對
象
な
り
裝
置
或
は
機
械
.に
對
，し
て
同
時
的
に
協
同
し
、.：其

•

.

•

• 
•••
■ 

• 

• 

 ̂
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*
•
.
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.
-
•
•
•
•
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1

.

の
成
果
，
が

客

觀

的

に

糧

じ

得

ら

火

^
の
み
で
な
ぐ
、、，協
同
’の
.成
_
.を
；直

逢

：.判
.定
し
：傲
る
奪̂

あ

^
0''
:
-協

同

：者
間
に
.
戍

技

術

的

或

ば 

體
ヵ
空
の
補
完
的
關
懷
が
多
く
の
場
合
に
苻
し
、て
ゐ
る
。
命
し
て
其
の
：撳
同
成
■

客
觀
_

も

傷

：紙
、':撳
働
蒙
蠢
洳
郜
分
は
ヒ
丨 

れ
を
明
瞭
^
な
し
#

^
'̂
^

^
の
過
程
..に
於
い
'
:
‘
て
，各
.
.々'の
.
.努
.ヵ
&̂
微
妙
：に
.融

合

:̂
て
.、
^

の
單 

純
な
石
綜
合
，と
は
.̂
個
の
も
の
么
し
て
結
果
し
，て
ゐ
る
の
%

あ
る
® 

、

ニ
'

. 
' 

, 

そ
の
墩
も
よ
き
例
を
重
量
ハ
ン
マ
！
作
業
場
に
見
る
こ
と
が
出
來
る
。

.

.

ノ
 

.
:
'
:

「

.
;
;■'
:
: 

■
.,
:
. 

ドSL

て
フ
ハ
ン
マ
ー
を
取
圍
む
數
人
の
勞
務
客
は
工
作
物
を
爐
中
‘よ
b
说
動
せ
し
め
、
橫
座
た
る
で
長
の
测
定
と
餘
揮
に
從
っ
て
ー
.
，
' 

團
の
先
手
が1:

定
の
方
向
^H

作
物
を
動
か
し
、
II
て
、パ
ン
ド
ル
手
が
ハ
ン
.マ
.
1を
動
か
す
の
で
あ
-る
。
幾
囘
'か
の
-锻
鍊
0
.結
粜
.ェ
作

.

.呔
鋒
名
の
で
あ
る
が
"
.其
の
成
果
如
.何
は
、：.：1
查
：エ
に
.ょ
0
.て
材
質
不
襄
-
X作
不
：鼓
.等

直

：ち

に

判

定

せ

，
，
ら

れ

'声
。
..
各

勞

務

者

は

枝

術 

'的
に
氣
る
特
質
を
有
じ
^
ゐ
.て
相
5:
に
同
時
的
に
補
つ
.て
ゐ
る
：が

エ

作

完

了

：
の
：加

.エ
物
ょ1り
は
各
_々め
_エ

作

參

加

部

分

.は
全
く
觀
察
し

'

:
.

鐵
鐦
-1
:
場
に
於
5
:て
か
く
る
.形
態
を
求
め
る
ど
、
先
づ
第
：.

一，.に
.注
目
^
ら
れ
る
CO
;
は
爐
前
作
業
で(

あ
る
6 \

嘗
或
は
定
着
材
の

諸
鑛 

..
'
物

の

役

：人
に
：於

い

K
、

-:.

其

の

分

！
^

は

授

法

の

棱

術

ゆ

各

の

作

業

者

ゼ

質

的

祀

分

離

ぜ

レ

め
る

。

然
か
し
其
办
間
に
同
時
时
協
同
が
行 

ぼ

れ

、
興

め

成

课

、た

る

湯

は

各

.々
，...
の
.參
加
部
分
を
翁
す
‘こ
と
な
ぐ
芄
組
長
或
はf

鸯
の
視
察
に
ょ
つ
_て

'
否̂

.

が
判
定
せ
ら
れ
名
。
鍛
造 

■

と
湯
.で
：ル
0

に
.種
ギ
異
ダ
た
作
業
條
件
を
考
へ
ざ
る
を
#
な
：い
:̂

れ
.ど
i
然
屯
俶
同
の
1

と
し
_
,て‘本
質
的
^
等
し
い
と
思
は
れ
る 

;

&
(D
形
態
a
ぃ
：モ
.
I

ル
：：

ト

盤

備

很

業

：に
も
見
ら
：れ
；
る

し

、

.

.爐
修
_
作
業
¥
も
.見
.ら
れ
る
。
.後
者
ば
定
蒉
し
た
作
業
場
を

:

.,

.

-

-

■
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一

.' 

_
名
も
の
.セ

は

な

：い
'
然
し
咯
爐
|:
'
轉
：タ
修
理
す
る
踉
^
其
の
協
同
體
.の
' そ
れ
ぞ
れ
め
活
動
衡
域
を
作
業
場
と
す
る
と
と
.が
出
來
ょ 

ぅ
？
鋼
爐
修
撕
作
業
：の
如
き
は
_
'ハ.
_ン.ァ

 ̂

. 

「

.
'
.
線
徽
.エ
#
に
‘於
出
^
修
理
作
業
に
.U
れ

と

親

似

：し

で

ゐ

名

形

態

^
發

見

サ

華

な

：と
：が

出

'̂
る
 ̂

て
力.
1
F 

.秦
_
が
.そ
れ
^
あ

る
0
.錄

市

に

附

着

す

：る

毛

和

を

除

去

し

盤

理

：す

_る
作
霞
は
數
.入
<0
:
.圑
體
_の
_
同
：&

場̂
を
な
.す
も」

の
で
.あ
る
。
そ
れ 

ニ
は
.多
く
は
各
.の
方
.
1ド
.を
.順
次
^
:停
止
せ
し
め
.て
.作
業
しV

ゐ
る
o:

修
理
完
T:
o:
力
ー
ド
は：

其
の
成
果
を
示
t

の
ve
'
sあ
：る
が
、
各 

;
^
-
<
.
.

の
こ
れ
に
.對
す
：る
象
加
部
分
は
認
識
し
得
ぶ
い
.。ハ.

.
*
:
■:
';■
'.
'
-■•
;
. 

.
-'
v

v
-;
:
'-
:
ノ

'■
'
,,■
-
>
.
: 

_
v 

「

.

.

；
.
■•
/ 

' 
■.製
紙
1
4場
.に
_於
^
る
卷
換
作
業
場
は
^
.の
形
態
で
あ
.

^

hが
'作
業
も■:1

走
の
時
間
_
間
_
を
有
し
.て
：ゐ
'名
.か
ら
し
て
#
少
循
環
め 

性
格
を
有
ず
る
も
がp

:

は.
あ
.る
；が
、
.そ
れ
が
單
純
權
成
式
と
魏
，
.る
め
は
々
^
:
.免重
1:
.の
.
$

1

:り
.て
協
同
■の
i成
果
.は
：容
觀
化
し
て
ゐ

，
る
。
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作
樂
级
働
に
於
け
る
協
同
形
態
に
つ
い
て 

、

- 

六

六

(

六
八
六〕

,〕
凡
そ
こ
の
揮
の
形
態
は
同
時
的
，に
協
同
が
行
は
れ
然
も
某
の
成
果
が
具
體
的
に
直
.ち
に
現
は
^
る
か
も
.し

て

仲

間

間

に

於

け

る

技

術 

上
の
袖
売
性
が
重
敷
な
要
素
を
.̂
し
て
ゐ
る
と
と
^
に
ノ
そ
の
中
の
一
人
或
は
若
干
‘の
^
の

、
性

格

、

氣

分

が

全

體

の

上

H

與

へ

る

'影 

響
id
他
^
作
業
形
態
に
.比
し
て
强
レ
。
氣
ゎ
合
ふ
渴
合
.に
驚
く
べ
き
，成

果

を

.示

す

と̂;
も

に!'
仲
間
割
れ
と
か
臨
時
の
欠
員
補
充
の
_場

：
'■
. 

合
に
其
の
成
果
は
遨
だ
し
く
下
る
倾
を
持
つ
の
'で
は
な
い
；か
と
思
ふ
。
更
に
又
幾
組
か
の
同
種
作
業
場
の
‘並
列
す
る
場
合
に
は
團
船
的
、

:
 

競
爭
意
®

^
强
く
働
く
。

’ 

’ —
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• 

' 

/

:

始
ニ
中
間
權
成
式
協
同
形
態
：

-

/ 

/
 

• 

' 

■

こ
の
種
の
協
同
形
態
は
一
作
業
場
に
於
け
る
協
同
の
丨
成
果
が
具
體
的
に
把
握
せ
ら
れ
，る
§,み
な
ら
ず
、
各
の
作
業
者
は
其
の
成
果
の
：

：
 

中
に
各
自
の
參
加
部
分
'を
認
め
得
る
の
で
あ
る
o
.而
し
て
ハ
其
の
成
梁
P
構
成
せ
ら
れ
る
過
程
を
見
る
に
、-

各
自
の
作
業
は
組
立
て
ら
. 

れ
る
部
而
を
そ
れ
ぞ
れ
分
檐
し
て
‘加

エ

或

は

憨

備

七

，
作

象

場

の

ー

，
<
:
又

は

若

干

<7
3

'

も
の
が
こ
れ
を
綜
合
し
ズ
組
立
て
る
か
或
は
叉
其
上 

木
と
な
る
べ
き
エ
作
材
村
.に
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
加
エ
を
施
し
て
较
後
に
成
见
士
し
て
，什
上
げ
ら
れ
る
式
の
も
の
で
あ
る

。

<

鉗
立
エ
業
に
於
け
る
素
形
材
，の
組
釣
作
業
場
に
妒
い
て
現
呔
れ
る
<の
は
こ
の
形
の
も
の
_で
あ
る
。
例
へ
ば
電
氣
機
械
製
造
業
，に
於
げ 

る
整
流
g

立
作
業
場
を
見
る
と
、
ゼ
ク
メ
ン
ト
、
マ
ィ
か
t

'
れ
ぞ
れ
‘肿
個
の
®

者
が
處
理
し
*

別
に
ク
リ
ッ
ブ
加H

、

ハx

ダ

-
'

付
等
が
^

:
作
業
者
に
ょ
ク
て
行
は
れ
、
か
く
.し
て
整
流
子
組
立
に
，就
い
.て
別
に
組
立H

が
存
在
し
、
、
P
記
.の
諸
材
料
を
用
ひ
て
組
立
'. 

て
る
。
こ
の
.外
に
フ
-チ
取
り
-旋
盤H

、

對
熱
、
囘
轉
談
驗H

が
こ
れ
に
附
屬
し
て
ゐ
る
Q
こ
れ
等
數
人；

の
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
其
の
部
所
.
：
. 

M

に
，
し

て

ゐ

名

に

拘

ら

ず

♦
素
形
村
た
る
盤
流
子
の
•中
に
其
の
協
同
勞
作
の
焦
點
’
合
せ
て
ゐ
み
。
そ
し
て
各
個
の
參
加
部
分
を
明
,

. 

ぐ-

'

.

.

.

-
I
.
- 

- 

.

.

. 

.

. 

.

瞭
に
示
し
得
る
の
で
あ
る
。
協
间
形
態
と
し
て
'有
す
る
構
成
的
性
|
は
前
.め
單
純
_
成
式
の
も
の
に
比
す
る
と
一
層
具
®
的
で
あ
り
、
 

物
理
的
で
，あ
り
、
立
饊
的
で
ぁ
る
广
併
し
な
が
ら
、
協
同
者
問
に
作
業
方
法
の
上
に
頗
る
高
ぃ
補
売
-的
性
格
が
現
は
れ
て
ゐ
て
、.1

定

作
業
方
法
を
以
つ
て
す
-る
同
^
的
協
同
ど
^
ふ
'如
き
.事
鹫
は
殆
ん
ど
ま
は
れ
で
ゐ
な
.い
0
工
作
に
，於
け
る
ネ
體
的
性
質
は
人
の
作
業
の 

'

多
傑
化
な
し
，に
は
行
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
飛
行
機
組
立
エ
場
に
於
け
る
冀
及
_
の
組
立
作
業
場
に
於
い
て
、
其
の
他
自
動
車
組
立
エ
ノ 

J
W
'に
於
い
て
同
様
の
形
態
を
多
數
發
見
し
得
る
の
で
あ
る
.。 

;

,

,

•
' 

/
,

橥
ニ
の
形
態
を
な
し
、て
ゐ
る
別
の
例
は
單
純
な
る
部
品
製
作
エ
場
に
於
い
て
も
見
出
さ
れ
る
。
前
揭
の
電
機
製
造
工
場
、に
於
い
て
器 

具
エ
项
に
«
す
，
る

ロ

ー

ク

ー

バ

ー

、

ィ
，
ン
タ
ー
，
コ
ィ
ル
、

コ
ン
ぺ
シ
接
賴
バ
、

1
、
ク
リ
ッ
ブ
等
は
各
V
別
の
作
業
場
に
て
製
作
せ
ら
れ
. 

る
が
、
.
-其
の
際
に
各
作
業
者
は
切
斷
ハ
グ
ダ
付
、，泶
み
等
を
そ
れ
>'
れ
專
門
に
製
造
し
て
売
成
せ
し
め
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
に
參
加
/ 

部
分
を
明
瞭
に
認
め
る
こ
と
が
乩
來
る
の
で
あ
‘るo 

'福
の
例
は
材
料
：工
場
所
屬
.の
製
«1
作
業
に
於
い
て
も
|€
出
-さ
!̂
る
。
_
物H
場
- 

,
に
.於
け
る
木
沏
エ
場
も
亦
と
の
形
態
に
屬
€

|
も
の
と
稱
し
得
よ
ぅ

。- 

'
丨

.

,
, 

>
'

,
 

第
ー
ニ
究
金
鞲
成
式
協
同
形
態

.

-
.广 

' 

.

. 

' '.

、
-

-
 

、

こ
の
形
體
は
各
作
1

が
其
の
受
持
つ
と
こ
ろ
の
‘部
妝
乂
は
原
勘
品
を
相
贫
£

組
合
せ「

て 

一
■
の
完
成
材
の
生
庵
に
協
同
し
て
ゐ
る
' 

過
程
で
あ
る
び
從
つ
て
各
作
^
%
!の
勞
務
'̂
付
の
連
結
は
物
め
紙
舍
せ
自
體
と
直
接
に
^

#
し
て
ゐ
る
。
こ
、
に
中
間
構
成
式
と
判
.然 

區
別
し
得
る
特
質
が
苻
し
て
ゐ
る
。

： 

■

;

,

i

の
形
體
は
茇
4
莬
も
故
ぐ
機
械
組
5>
:
作
業
に
於
い
て
典
塑
的
に
現
は
れ
る
型
で
あ
る
。
各
の
努
務
者
は
部
品
叉
は
素
期
品
に
つ
y
 

,
て
、
加
工
或
杖
仕
，h
;作
乘
を
な
し
、
こ
れ
を
組
立
定
盤
上
，に
於
い
.て
取
付
け
る
。
從
.つ
て
你
業
の
_
:は
種
ぺ
雜
多
で
あ
る
。
併
し
な
：が
. 

ら
ノ
素
勘
品
は
も
と
よ
セ
、'
ボ
ル
ト
、
’ナ
ッ
ト
> 
ピ
ン
等
の
微
少
部
品
に
f
る
.迄
何
れ
.も
完
成
，せ
‘ら
卢
全
機
'械
«
造
に
於
け
る 
一

f

.

.次
卿
成
ナ
る
こ
と
衹
咎
の
勞
務
者
に
よ
つ
て
意
識
せ
ら
れ
て
ゐ
石
、
謂
は
ぐ
»
立
以
前
の
祭
エ
場q

s
f

同
性
を
具
髑
的
に
表
現
し
て
：ゐ
へ 

,
を
。v

れ
は
旋
盤
に
よ
る
-ビ
，.ン
製
造
作
業
，と
は
權
成
的
意
味
を
甚
だ
し
く
異
に
し
て
ゐ
る
と
^
へ
る
。
，
作

業

の

難

场

、
技

術

の

如

何

'は 

—

，，

，
.作
粲
勞
樹
に
於
，け
^
協
同
形
態
に
づ
い
て
.
' 

'

‘

ノ
 

六
七
'

c

六
八
ヤ〕



作
樂
勞
拗
に
於
け
る
胳
|.
>
1形
啤
に
つ
い
て 

h 

- 

,

へ
,
.
.
.
右
八
'-
,

,(

六
八
>八〕

. 

'别
個
の
.
.問
題
，で
.あ
つ
.て
、
寧
に
協
同
^

^
の
.仰
面
'よ
.り
.見
れ
ば
最
高
の
階
段
.を
構
成
す
る
完
成
せ
.
'ら
れ
だ
.
で̂
_あ
.る
と
^
へ'よ
.ぅ
> .

. 

, 
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i ' 

-■•
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.

.

.
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.
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.
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,
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■
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-

:

^
上
分
析
し
た
る
如..き

作

業

場

矿

货

け

：
る

協

同

形

鶴

は

_
何

等

^
の
技
徽
的
_設
ー
嫌
.に
_
す
る
.勞
務
者
，の
.：配
&

よ
つ
：て
^
 ̂

る
孓
の
で
は
な
::
<
し
て
協
同
自
體
の
.成
立
，を
保
證
す
る
爲
め
.
.の：.：別
個
.の
職
能
：0
:
其̂
を
必
要
と
.す
W
.
P 

_

ぞ
.れ
^
肉
.體
妳
に
_も
. 

技
術
的
に
も
相
異
し
て
ゐ
る
各
種
勞
務
者
を
綜
合
し
統
一
し
て
其
の
間
に
浦
齋
的
關
衝
5:
-成
立
.せ
_し
;̂
る
性
.縱
を
有
す
.る
もe

..:

で
あ 

る
。
こ
の
_

の
中
勞
務
者
に
最
も
接
近
し
て
ゐ
る
組
長
伍
長
'は
現
在
^
_

t
s;
v
の
.で
は
务
べ
ば
エ
員
級
に
；屬
す
る
も
1の
で
は 

あ
る

が

、■'
.
-そ
.は
管
理
_
.の.末
端
を
鞲
成
じ
'
てゐ
：る
^

能
で
あ

るo

#
つ-

y

最

r
つ
い
て
は
別
に
管
理
に
於
け
る

協

同

形
.
®の
分
#
の
際
，
.

に
'練
れ
る
ど
.わ
い
す
る
：0
'
-
.
.

:.

く

」

 ̂

.
{'.
■

'-.
へ
：

.

.

 

一
 

\

■
.

.

.
, 

、-
 -
 
... 

,  
•
 
: 

...  
.

— 

： 

--- 

. - i

. 

'  
:

-
 

.
 
•
 
:: > 
.. 
-
 

-

■
-
-

:唯
^

V
.に.注
意
す
ぺ
き
ば
各
め
協
同
形
體
め
-
層
具
體
的
杧
街
つ
‘て
ゐ
.：る
特
質
ば
其
の
.
.技
；■
的
1

と
：
の
：關
、係

に

於

い

て

考

察

せ

ら 

ネ

'&
.く
.
.て

は
^

^

.̂
'於
へ.ぼ

中

隋r
成
式
と̂

ふ
_̂'
そ
れ
：が
：
主
と
、

し
.；

て
人
の'手
：

H

に
，■よ

る

か

機

械

を

中

心

と

す

，る

か

、
' 裝

置

に

依

存 

す

る

ル

に

隨

つ

，
て

協

同

の

仕

^

速
度
、肉
體
0
對
;̂
る
影
響
更
^
_叉
坐
艘
感
愦
寧
に
對
,̂
る

.#
響
に
於
い
：て
可
成
相
異
し
.た
.形

態

が

現

.は
^
て
^
る
。
隨
つ
そ
吾
ダ
.は
_以
下
彼
.術
的
設
備
..に.：：つ
：̂
て
者
.干
の
.考
察
を
拂
び(

最
後
に
こ
、の
技
術
的
設
備
と
作
業
場
と
の
關
係
を

各
作
業
別
に
承
ず
匕
：-と
、
じ
た
o
.ハ
；
I 

.
〜

-
':'
■ 

' 

;

. 

: 

.

.

-:
/
.
.
.
. 

V

.
:■
-. 

.
:
.
.

.■

.■,
•
.
 

. 

. 

'V:...,.::.

.
1 

V -
■
■;
■
.
.:■
. 

r 

-
■. 

. 

■-

..
技
術
的
設
備
を.
自
然
科
#

的

怒
. *
場
よ
.り
分
祈
す
る
こ
.>
は
吾.
次'
の_

的
と
す
.名
>1
;匕
ろ-
で
■ば
な
い
'。
吾
'々.
は
こ
れ
と
協
同
形
態
'と 

.
の
關
聯
を
分
析
し
よ
ぅ
と
す
"る

^ .
で
あ.
る
か
ら
し
て
、：''
'
あ
ら
ゆ.
る
提
術
的
的
課
備
が
入
め
カ_
と
'妯.
何
な
る.
交
涉
を
な
し
で
ゐ
.ー
る
か
と
运
ふ 

立
場
よ
り
技
術
的
諛
備
め
意
味
^
考
察
し
：，た
以
と
思
ふ
ヴ
で.
あ
る
？ .. 
/
.
ダ：.

ン
■'-
 

, 
r 

,

.

こ
の.
：立

場

よ

り

第

：

V
.

に

分

類

せ

ら

；
る
‘
.
ベ
：き

は

H
.

具

作

業#
態.
で
：.あ

る::
0V

!

の

形

態.
に

於
^

j ：
.

.

.

て
.V

-

H

具
は
單
；に
持
續
的

.

に
が
或
は
間
歇
的

.■

，に
：か.

手
.

に
上
つ
て
利
用
せ

.

ら
れ
：

V

ゐ

ネ

.
 

;■
•
'」

.

定
：の
方
句
七
運
« ;

:

せ
し
办
セ
ゐ
る0
終
1>
..

こ̂

,
:で
4
.な
：ハ
‘？
然
じ
_そ
：れ
が
.エ
具
と
ま
ら
れ
.る
：所
以
ぼ
、.：
か

、

る

エ

具

が

|
:つ
'て
：§

ヵ

は
'單
純

樣

汉

方

向

に

、
V

定
壓
力
な
り
熱
量
. 

',
:な
り
を
-
へ
る
と
哀
ふ
^'
;
で
ぁ
つ
て
、
：ぞ
れ
：の
|中
に
.女

.
こ
の.
#合
人
の
力
..で

ぁ

.：

る
，

，。

)

且

.o
又
.其
の
場
.所
的
^
着
性
は
，な
く
、人
の
.力
.に
ょ
つ
て
.自
由
^
移
動
す
^

從
つ
て
分
類
す
れ
ば
#

#

:ゅ
單
：純
エ
.具

甚

れ

馨

は

動

空

真

蒙

'る
:;
°
馨

鉴

'ず
る」

矣

は

，

^
 ̂

湯
運
搬
具
其
の 

.
他

人

力

に

：ょ

名

麵

搬

具

、
パ

n...

テ
.
,'
諸
^

!
ジ
.
_等
.
'々
を
擧
げ
傳
る
.で
扣
^
5.
:
0
.
:
:

礙
者
_に
屬
す
._'
る
も
の
は
、
«
氣
、
瓦
.斯

熔

接

或

.ひ
は
切 

,
.
_
'
斷

に

於

げ̂
電

東

瓦

靳

發

生

：器

、

,-
'
'砰
.に
用
.び
ち
れ.：を
コ.
プ̂
.レ
^

1

'嘴

霧

齋

等̂

.'
,

'

■:
第

^
に
，，分
類
^
ら
れ
'る
，I
の
一
は
>'
_機
_
雨
業
セ
^
る
。
€

,
,
C

の'力
を.
舜w

的
'に
利
用
ず
も
'ど_
と.
を
耍
ぢ
る
.形
態
セ
ぁ
今 

す
る
が
®

め
.£

人
は
間
歇
fr
r
に 

',.
破.
料
，の'き

.
^
'は
裝
<

す
る
* -
備
す
：る.
動
カ
を
與
ふ
.破

:
動

く

琢,
に
：は

人

カ

ほ

な

れ

^
瑜

接

關

磐

：尨

ぃ

:0
-

傺
紙
的
で
熟
¥
:
機
械
<7
>

.ガ
は
多
く
は
瞬
_
的
で
ぁ
り
、
.時
.

H

若
干
.の
.分
秒
持
續
. 

' 
す

る

と

と

；
故
■

，

然

.

る
じ
；と
_
な
.い
0
:

「

從
,

>

ぼ̂
作
^

パ
を
婆
す
各
n
:こ
V
.
:
に
-
.の
踏
調
：
1

な

*:
:

.

.

■ 

ノ
 

- 

’ 

. 

入
'
‘
；

' 

.

■ 

- 

!
• 

.

.

.

.

. 
ゾ• 

-
へ*
. 

'

T
.
l、'
/>
ッ
ニ K.

ィX.

グ
•
.マ
.
父
、
モ
■メ
ル
.デ；
ィンマシ

X
、

勿
の
種
類
が
#:
し
：.て
わ
る
。
：機
具
そ
(0
'
.;%
:の
に
フ
ッ
'キ
ス
'チ
ュ
.

ノ
.

、
/
.
. 

.

.

.

.

六
'
:九' 

.

'

C'-

八
'九)

'

>

.•
■場
合
は
殚
に
進
し
'い
-°
::
''
-
:ノ'..:--
/
■
-,
.

.

;

,-
.

一
 

.
:.
'
こ
'の
墩
.̂
#

^
に
屬
す
^
も
の
ぼ
、：

ド
.产
ッ
プ
.、
_
'ハ
：へ
ン
戈
ト、f 

プ

レ

ス

，
マ

シ

ン

等

々

の

姘

で

あ

る

。
こ

の
場

八
：：

に
•史
に
分
狀
す
れ
ば
一
一 

作
釔
勞
煳
に
於
け
る
欣
同
形
態
に
つ
い
て
，
'



ぐ
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'

'

セ'..

o

 …

-

(
」

、̂
o -
.
w

‘
 

,
 

K
1
が
取
付
け
ら
れ
て
ゐ
て
人
は
単
に
其

2

に
X

作
物
を
裝
入
す
れ
ば
機
树
カ
の
作
用
に
ょ
つ
で
ー
定
の
成
艰
が
得
ら
れ
る
も
'の
例 

'

へ
ば
プ
レ‘
ス
、

モ
11
ル
デ
ィ
ン
グ0
ア
シ
y
の
舯
き
と
、
‘

エ
保
物
が
亙
大
で
あ
り

-

或
は
其
の
種
類
多
數
な
る
爲
め
に
フ
ィ
キ
ス
-チ
チ
ア 

1
を
用
ひ
得
ざ
る^

の

か
, ^

る
。

人
の
力
がH

_

學
的
知
識
ト.

要
求

.

す
冬
度
合
は
：兩
’

者
.

；£

於
5
て
頗
る
異
、る
は
明

h

か
.

で
.

料
る
。
..
'

.

次
に
第
三
の_

態
に
屬
す
る
ル
の
は
、'
 

L

定
時
間
持
續
す
る
機
械
力
の
'
作
用
中
人
力
が
こ
れ
4

探
に
關
連
し
て
機
«

カ.
と
人
ヵ
と
：
 

の
境
界
を
明
確
に
>

し
得
ざ
る
も.
の'
で
あ
，る.
。
こ.
れ
を
機
械
作
^

と
写
ぶ
^

と
价
出
來.
る
？
±

歲

械

'§
:
利
用
汴
^

に
屬
す
る
。
例
へ
ば
旋
盤
に
於
い
て
城.
囘
轉
速
度
逯
り
の
許
^

、'
ギ
I

-V
ゆ
轉
換
、
取
付
け
、：

心
陶
等
は_

觀

：霞

-̂
;

る
も
の
ー
著： 

る
：
^

度

. ^
動
し
て
後
も
努
務
^
は
こ
れ
を

|̂
^
し
凝
視
レ
時
々
，ト
ー
ス
，ヵ
ン
ヘ
ヵ
リ
パ
：
ス
>

:?
ィ
.
'ク
ロ
，メ
：ト>'
;-.
1
5:
用
ひ
て
こ
れ
：

■

を
測
觉
し
一
矩
：の
精
度
令
雛
持
す
る
祿
に
機
械
カ
を
統
制
し
時
々
方
向
轉
換
を
し
な
く
.て
は
な
ら
ね
0.
.
從
0
で
機
械
ガ
と
人
カ
と
を
明 

.確
に
分
離
し
て
劳
察
し
得
な
い
。
機
具
作
業
の
場
合
は
一
般
に
こ
の
限
界
が
薦
明
瞭
で
あ
る
。
機
械
作
業
形
態
に
於
て
；ま
成
哄
に
沈
；
 

い
て
要
求
せ
ら
れ
る
靈
が
高
度
化
す
る
■に

,#
つ' て
愈
々
其
の
，泥
淆
の
度
，を
高
め
.る
の
-で
あ
る
。
.
'
.
興
の
他
の
^

咋

淡

機

に

し

言 

'
ボ
ン
チ
；
ょ
.つ
て
作
f

澠
め
て
ゐ
る
.の
，で
I

が
、
そ
，れ
に
し
て
も
高
精
使
を
要
狀
ぜ
げ
权
る
：以
底
亂
述
U
免』

と
ろ
と
；同
様
に
作
. 

の
'勞
力
を
要
；

と
と
は
：：：

一
.：，般に
知
ら

.れ
：て
ゐ
，る

.と
：こ.
.ろ
.で
あ
：る

o)

上 

.
：■,
'

/

.

,

四
後
自
.

機
械
1:
#

業
で
％

そo 

b
 

.

の_

の

靈

は
^

料
め
#

入
* :
取

隊

革

具

顏
_

鬆

ゼ
^

te
-M
時

W
に

:n
6

て
機
械
カ
'*
:
利
用
し
家
し
.，：て
：.其
め
'間
.に
：
.:
\
カ

を

加

、
ふ

知

餘

地

.頗

る

少

：
べ

；

/单
^
機
 ̂

. 

•:
#
;理
.す

;^
^
度

の
:4
、
の'
'に
^-
^
ら
^
い

も.：
の'で
，.あ
^
。
，
ミ

ッ

キ

ネ
'
,チ..，チ.ア
.
1
.、：'ビ
'
—
'
タ
.—
、
' 
グ
'ラ
.ィ
，
、
ン
.：ダ.ィ

、'
.力
.；
，
：
.ド
.、.
.遠
>L>
分
1#
.
 ̂

. 

勒

毛

機

精

；

^
機

織

機

フ4
ル

，ク

ー•ブ
レ
ス
、洗
滌
機
、
‘染
色
機
等
々
で
あ
^,
。
最
も
こ
の
類
に
於
v>
,て
も
原
料
材
料
の
裝
.入
は
. 

こ
れ
を
手
に
よ
っ
て
• ft
ふ
.も

、

取

出

七

は

，
壓

拽

空

，
氣

或

I

ン
プ
f

つ
て
自
働
的
ヒ
權
管
を
澉
し
て
他
め
作
業
部
門
に
移
け
す
る
も
.

の
が
あ
る
。
：化
.

5
場
に
^
け
る
自
.
機
械
作
業
は
天
分
後
著
で
/あ
り(

例
へ
ば
ビ
1
タ
“)

其
の
他
の
エ
^

£
於
い
て
.は

辦

洛

に

屬

す

'

『

-
-
.
'
' 

-

■•
■:
-
 
-
-■'
 

- 

- 

: 

I 

' 

. 

• 

. 

.

. 

r

'-
■

,

■ 

'
る
^
.の
を
多
く
發
見
す
名
；:0
'
.,:
:
\ : 
■ベ
'
:■し
.>
.■
.
/
-■'.
. 

.:.
:;
;
-;.
:
-バ

ご

'
.',
.:1
:
.-
:
.
-
: 

:

'

.

'
'

ニ
- 

r

v

:

M

S
は
自
働
製
置
作
_
で
^

〒̂
こ
-
0纖
の
：'も
：の
;̂
原

撕

材
' #
0

充
猶
'ど
製
品
^
除
：去

本

何

等
.か
の
撒
械
設
.;1
1
、に
.ょ
つ
て
,r
.は
れ
寧 

'

_
カ
に
ょ
^
こ
と
な
く
、
而
し
て
作
業
中
人
穷
ほ
尊
雪
痕
當
_
赛
け
を
加
江M

傲
を
看
視
'1
>
、
；
或

：は

詠

聚
4
檢
茶
し
$

'

養
作
業
ル
を
統
制
む
て
ゐ
る
:̂

の
で
あ
る
。
称

東

繁

敷

導

;«
せ
#
原
料
を
對
象
と
す
る
化
，

多
く
發
見

.せ
：
ら

れ

；
る
.
こ

と

:

.
 

.は
齡
痄
繁
作
て
ゐ
る
と
こ
々
で
1

0 ]

即

^

^
0

■

が
■

#

々
_

—

混
化
、
化
合
：
精
減
度
或
は
硬
化
度
、加
熱
度
、
' 

.
'冷
却
魔
等
.を
.薇
，
計
、.画
轉
計
‘

力

計

を

用

：ひ
.或(

は
_
覺
：に
ょ
0
て
''
:
|
+
*.
:
'|
.裝
置

 ̂

其
の
技
ぞ■ 

;は
紀Q,

杉
®
の
|

に
比
レ
て
.逾
か
に
長
-年
月
を
要
す
る
所
謂
感
覺
的
枝
術
に
訴
へ
'る
こ
.と
多
き
、も
_の
.が
あ
名
;°
;,
^
^

.

.

.第
六
'̂

置
物
作
業
■で
.
あ
'
る
づ
.t 

■に
謂
：

4

置
物
.は
半
永
徵
的
裝
備
を-̂
す
る
も
の
で
あ
つ
て
。：：能

記

諸
«

の
續
顆
的
手>
段

と

と

と

な
.

:る
'
f
こ

ろ

は

置.物

自

體

Q

置

す

ろ

力

例

へ

ば

熱

力

、
，
歡

力

、

'讀

■

叉

が
J

そ
2

.灌

％

.發

生

忽

：
機

械

的

；

■--'.i

置
釋
業
力
に
對
す
る
.動
カ
の
，供
給
或
は
材
料
に
對
す
る
作
業
.は
前
膂
盖
傳
に
關
す
る
も
：：の
; ^
念

;°
置

：
物

を

中
:^
と

す

る

獨

立
： 

作
業
珍
i
と
し
て
は
寧
ろ
第
©'
に
屬
す
べ
き
も
の
で
あ
る
，が
'
宛
も
エ
故
恨
篆
に
於
け
る
工
具
の
.如
ぐ
、
'多

-̂
の
場
ム
ロ
.
'
1
定

.:
#
業
場
^

■'. 

ご：秦

(0
,
,も
の
、
同
時
に
帶
す
る
も
の
で
f

、
f

其
の
本
來
め
作
業
に
於
い
て
、用
ひ
ら
れ
る
枝
術
的
手
|
と
：は
輿
る
と
と
も
に
多 

へ'
ぐ
は
重
筋
肉
勞
働
に
屬
ず
る
も
の
A
あ
る
。
こ
の
部
類
S

4

も
の
虹
；
熔
銑
爐
、
熔
鋼
爐
、
電
氣
爐
、
反
^

^
通
機
變
壓
機
、_

 

ノ

:ji
i

麗

、
.コ
1
グK.

爐
、
、麗

铺

、'
乾
燥
爐
、
，.
.燒
鈍
裝
置
备
々
で
あ
る
-

"

、

,

. 

*

’

さ
て
I

如
I

I

協

同

形

態

をI

襲

に

從

I

千
の
經
營
養
態
を
分
析
し
て
見
る
こ
t

し
ょ
ぅ
-.
.9

:

丨
ン

- v-

四
'

 

'

 :

‘

 

.

‘

 

,

':
'ノ
 

作
業
勞
锄
に
.̂

け
る協

！
：

形

您

に

つ

い

て

バ

4
一
 

(

>%
九
一)

,
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作
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努
拗
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協
同
形
態
に
つ
い
て
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:
ハ
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六
、九
主0
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作
業
势
働
に
.於
け
る
協
同
彤
憇

に

つ

い

て
\

\

''
'

:

.

.
-八'- '
:

. 

..
'
•
.し
±:
::

、(

？

； 

'

以

上

の

，
孫

に

於

か

セ

吾

々
は

協

同

形

態

と

し

て

且

つ

技

術

的

手

段

愈

七

'ぞ

れ

'犯

躲
/\
-
.
個

の

形

態

を

'
欢

截

し

て

見

^

の
で
あ
る 

が
、
こ
れ
等
の
硏
究
の
莪
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
は
前
述
湯
鐵
、
繊
維
、V
俗
學
、綠
物
敗
造
公
場
.に
聆
け
ゲ
作
業
>
^
^
^

こ
め
研
究
の
範
阐
が
M
に

一層
廣
げ
ら
れ
る
\な
ら
ば
こ

れ

以

上

の

，
精

氍

な

分

類

;̂
生
：
b

m々
名
稱
等

：
も

別
に
；選
乾
せ
ら
れ
る
か
と
も
马 

は
れ
る
。
隨
つ
て
机
下
に
示
す
も
0
は
暫
定
的
な
硏
究
報
吿
で
f

o
本
^
表
作
成
&
自
；的
_.は
餘
形
態
と
し

 ̂

i H

攀
に
；̂
け
^
勞
務
.者
の
配
分
が
如
.何
な
.る
狀
a
に
あ
る
か
を
麓
し
#
^'
^
.の
；た
ら
し
む
.る
趣
旨
め
出
で
た
も
‘の
で
あ
ぅ
：て
,
H 

料
.の
流
れ
'编

術

■
設
;t
i
筹
を
示
す
.

.
呔
渾
に
協
肩
形
鶴
の
一
性
格
を
.示
ず
：̂
に
.必
：要
な
り
と
思
考
せ
；
^

於
い
.て
原
_

料
の
：流
■

總
ば

.

.

.

免

以

つ

.

工
具
作
業
は
*
ぃ
機
具
作

業
城j_j.

■
械
作
違
、は|_j;

裝
齔
作
業
は
|讀

*
物
.は
-大
物
ー
は
0
回
#
彻
4
:回

重

；贫
 

' 

.本
表
：は
單
m'
J
干
の
生
^
形
態
に
於
げ
る
協
同
の
塑
を
隹
し
_
の
セ
あ
つ
：
て

、

.-
'決
し
：&

等
.か
特
殊
の
.エ

氣

の

內

容

を

そ

の

ま

、
示

「 

.し

.た
；名
;<
0
'
.
で
：は_散
い
0

な
：が

ら

各.

H
場
.は
具
體
的
に
§

:

中
.に
示
さ
，れ
.允
協
；̂
の#

が
猶
> 

_
&為
方
法
を
：以
つ
で
關
聯
せ
ら
れ
て 

ゐ(

る
と
と
を
强
調
：し
^

^
鐵
あ
る
O
S母

6
不
汶
も
の
は
紙
_
(0
,關
係
も
务
：る
.の
.で
«

_
の
エ
場
に
外
.な
.ち
ぬ
。
他
日
機
會
を
.
#て■ 

}:層

廣
い
.範
：圍
の
：も
.ル
をi

示
し
た
い
：と
：考

：
へ
：る
。

.

^

各

^

業 

物

は
_細

織

單

位

：と
：

¥

"

'經

醫

上

妞

何

な

：る
意
義
を
有
し
：
、

■作
»
、
.勞

務

管

.理

土

紈

き

2>
'
-特

質

を

有

す

る

か

：は
次

.の
硏
究
間
題
.で
あ
，
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